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「そんりさ」はスペイン語で「微笑み」を意味します。私たちレコムは様々な活動を通じて 

ラテンアメリカ・カリブの人々と喜びを分かち、共に生きていきたい、彼らの微笑みを 

私たちの微笑みにしたいと考えています。 
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エ
ク
ア
ド
ル
に
お
け
る
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
の
動
き

伊
藤　

恭や
す

淑よ

　

エ
ク
ア
ド
ル
の
気
候
は
、
西
は
太
平
洋
に
面
す
る
海

岸
地
帯
、
中
央
に
は
ア
ン
デ
ス
山
脈
が
走
り
、
東
は
ア

マ
ゾ
ン
と
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
し
か
し
全
国
的
に
、

農
村
部
に
住
む
人
々
は
、
家
族
単
位
で
、
手
作
業
に
よ

り
作
物
を
栽
培
し
て
き
た
。
作
物
の
出
来
は
気
象
の
変

化
に
左
右
さ
れ
や
す
い
が
、
ほ
か
に
現
金
収
入
を
得
る

手
段
は
な
い
。
ま
た
、
辺
境
な
地
域
の
住
民
ほ
ど
、
人

種
や
民
族
を
理
由
に
、
時
々
の
中
央
政
府
か
ら
差
別
的

な
扱
い
を
受
け
て
き
た
歴
史
を
持
つ
。
教
育
水
準
は
他

地
域
に
遅
れ
を
取
り
、
国
内
外
の
政
治
経
済
状
況
を
伝

え
る
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
遠
い
。
こ
う
し
た
農
村
部
の

人
々
は
、仲
介
業
者
に
作
物
を
安
く
買
い
叩
か
れ
た
り
、

安
い
輸
入
作
物
に
市
場
を
う
ば
わ
れ
て
き
た
。
一
方
、

都
市
部
で
も
貧
富
の
差
は
大
き
い
。
慢
性
的
に
失
業
率

が
高
い
う
え
、
農
村
部
か
ら
出
稼
ぎ
に
来
た
ま
ま
、
場

合
に
よ
っ
て
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
や
路
上

生
活
者
と
し
て
定
住
す
る
者
も
い
る
。
夫
か
ら
追
い
出

さ
れ
た
先
住
民
族
の
女
性
と
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
、
ま

た
は
周
辺
諸
国
か
ら
難
民
と
し
て
逃
れ
て
き
た
人
々
が

路
上
に
と
ど
ま
る
場
合
も
あ
る
。
富
裕
層
が
ゲ
ー
ト
つ

き
の
高
級
住
宅
街
を
形
成
す
る
他
方
、
一
角
で
は
ス
ラ

ム
が
佇
む
。

 

経
済
的
に
脆
弱
な
こ
う
し
た
人
々
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
諸
国
が
一
様
に
経
験
し
て
き
た
、
長
期
に
わ
た
る

景
気
低
迷
や
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
際
も
、
よ
り
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
。

　

経
済
的
に
苦
し
い
立
場
に
あ
る
人
々
や
、
自
国
政
府

と
対
立
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
、
性
別
や
人

種
、
民
族
を
理
由
に
差
別
を
受
け
て
い
る
集
団
、
労
働

者
を
蝕
み
、
自
然
を
破
壊
す
る
環
境
の
中
で
働
い
て
い

る
人
々―

彼
ら
、彼
女
ら
の
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て
、

労
働
に
見
合
っ
た
賃
金
を
支
払
い
、
労
働
条
件
を
保
障

し
よ
う
と
す
る
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
は
、
エ
ク
ア
ド
ル

で
も
一
九
八
〇
年
代
か
ら
始
ま
り
、
今
日
ま
で
展
開
し

て
き
た
。
エ
ク
ア
ド
ル
の
各
地
で
営
ま
れ
て
い
る
フ
ェ

ア
・
ト
レ
ー
ド
か
ら
、
私
た
ち
は
何
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
。

一
、
各
地
の
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
団
体

　
　

七
九
年
の
民
政
移
管
、
そ
し
て
八
〇
年
代
の
厳
し

い
経
済
情
勢
を
背
景
に
始
ま
っ
た
い
く
つ
か
の
取
り
組

み
は
、
活
動
規
模
や
産
品
の
幅
を
広
げ
な
が
ら
進
展
し

て
き
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
や
ス
イ
ス
を
は
じ
め
と
す
るN

G
O

や
公

的
機
関
な
ど
様
々
な
団
体
が
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
手
を
つ
け
た
が
、
と
り
わ
け
興
味
深
い

の
が
、
国
内
で
も
小
規
模
生
産
者
を
支
援
し
よ
う
と
す

るN
G
O

が
興
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

現
地
団
体
で
あ
るFEPP

（ 

エ
ク
ア
ド
ル
民
衆
発
展

基
金
）
は
、
一
九
八
一
年
、
販
路
に
行
き
詰
ま
っ
た
小

規
模
農
家
と
手
工
業
者
の
組
合
組
織
、CA

M
A
LI

（
キ

チ
ュ
ア
語
で
「
贈
り
物
」
の
意
）
を
立
ち
上
げ
た
。
辺

境
地
域
や
都
市
部
の
ス
ラ
ム
に
住
む
小
規
模
生
産
者
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
二
〇
〇
一
年
時
点
で
グ

ル
テ
ン
加
工
品
、
チ
ー
ズ
な
ど
の
酪
農
製
品
、
マ
ジ
パ

ン
・
バ
ル
サ
材
・
タ
グ
ア
（
象
牙
ヤ
シ
の
実
）
を
加
工

し
た
民
芸
品
、
イ
ン
ゲ
ン
、
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
、
穀
類
、

革
製
品
な
ど
を
生
産
す
る
一
五
〇
の
団
体
が
参
加
し
て

い
る
。

　

一
般
的
に
、フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
商
品
と
い
え
ば
コ
ー

ヒ
ー
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
衣
類
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、先
進
国
の
フ
ェ
ア
・

ト
レ
ー
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
で
売
ら
れ
て
い
る
の
は
、
い
ま

上
げ
た
も
の
が
大
半
だ
ろ
う
。
し
か
し
、CA

M
A
LI

に

加
盟
す
る
生
産
者
た
ち
が
扱
う
も
の
は
少
し
違
う
。
と

い
う
の
も
、
現
地
で
流
通
さ
せ
る
こ
と
を
想
定
し
た
商

品
だ
か
ら
で
あ
る
。CA

M
A
LI

の
も
と
で
生
産
さ
れ
る

フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
商
品
と
、日
本
で
も
見
か
け
る
フ
ェ

ア
・
ト
レ
ー
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
の
商
品
と
の
相
異
に
つ
い

て
は
、
他
の
団
体
が
扱
う
製
品
と
も
絡
め
、
後
ほ
ど
考
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察
し
た
い
。　

　

CA
M
A
LI

設
立
の
四
年
後
、
八
五
年
に
は
、
寡
占
市

場
に
よ
る
物
価
の
上
昇
と
日
用
品
の
欠
乏
に
抵
抗
し
、

必
需
品
を
最
低
価
格
で
手
に
入
れ
る
経
済
シ
ス
テ
ム
を

求
め
て
、
首
都
キ
ト
市
南
部
の
教
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

M
CCH

（
兄
弟
の
よ
う
に
手
も
市
場
も
つ
な
ぎ
あ
お
う
）

を
設
立
し
た
。
近

隣
教
区
の
青
年
団

体
と
連
携
を
は
か

り
、
米
と
砂
糖
を

重
量
比
二
：
一
で

交
換
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の

取
り
組
み
は
、
扱

う
作
物
を
多
角
化

す
る
と
と
も
に
、

八
九
年
か
ら
活
動
の
幅
を
全
国
規
模
に
広
げ
て
ゆ
く
。

輸
出
用
カ
カ
オ
の
生
産
、
現
地
市
場
向
け
一
般
作
物
、

高
山
作
物
、
手
工
芸
品
に
加
え
、
商
品
生
産
者
や
少
数

民
族
組
織
が
参
加
す
る
「
社
会
的
責
任
ツ
ア
ー
」
も
開

催
し
て
い
る
。
各
地
の
店
で
商
品
を
販
売
す
る
女
性
た

ち
の
た
め
の
、「M

CCH

の
女
性
連
帯
」
と
い
う
取
り

組
み
も
あ
る
。

　

そ
の
活
動
の
規
模
は
、
二
〇
一
〇
年
の
時
点
で
エ
ク

ア
ド
ル
二
四
県
中
一
三
県
に
ま
た
が
り
、
二
〇
〇
六
年

時
点
で
二
万
五
千
世
帯
が
参
加
し
て
い
る
。

　

M
CCH

の
目
標
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
内
に
フ
ェ

ア
・
ト
レ
ー
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
事
で
も
あ
る
。

首
都
キ
ト
市
に
構
え
る
二
つ
の
店
舗
で
は
、
国
際
的
な

フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
認
証
機
関
、IFA

T

の
会
員
団
体

を
通
じ
て
仕
入
れ
た
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
の
の
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
商
品
を
扱
っ
て
い
る
。

フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
地
域
や

国
境
を
越
え
、
外
に
向
か
っ
て
ゆ
く
だ
け
で
は
な
い
。

M
CCH

に
加
入
す
る
生
産
者
が
現
地
市
場
向
け
に
栽

培
し
た
作
物
は
、都
市
部
の
貧
困
地
帯
で
も
「
フ
ェ
ア
・

ト
レ
ー
ド
の
値
段
」
で
販
売
さ
れ
る
と
い
う
。

　

ふ
つ
う
、「
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
価
格
」
と
は
、
生

産
者
の
コ
ス
ト
と
労
働
へ
の
正
当
な
対
価
、
場
合
に

よ
っ
て
は
そ
こ
へ
援
助
と
し
て
の
割
増
し
金
を
加
え
た

額
を
指
す
。
つ
ま
り
、
買
う
側
は
、
他
の
商
品
を
買
う

と
き
よ
り
多
く
の
額
を
払
う
。
し
か
し
、M

CCH

が

貧
困
地
域
の
住
民
に
「
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
の
値
」
で

売
る
と
言
う
場
合
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
逆
の
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
元
来
、
日
用
品
の
欠
乏

に
抵
抗
す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
こ
の
団
体
の
取
り
組
み

は
、
あ
く
ま
で
も
国
内
外
で
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
市
場

を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
々
が
困
窮
か
ら
抜

け
出
す
力
に
な
る
こ
と
だ
と
い
う
姿
勢
が
見
て
と
れ

る
。　
　
　

　

こ
の
ほ
か
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
理
念
に
基
づ
き
生

産
者
団
体
ら
を
支
援
す
るSacha U

rku

（
キ
チ
ュ
ア

語
で
「
森
と
山
」
の
意
）
は
、
取
引
に
お
け
る
中
間
搾

取
の
排
除
、
手
工
業
者
間
の
互
助
、
環
境
調
和
型
経
済

の
実
現
を
掲
げ
る
。
四
地
域
で
手
工
芸
品
制
作
者
や
女

性
運
動
団
体
、
先
住
民
族
組
織
な
ど
か
ら
な
る
十
四
の

生
産
者
団
体
と
七
つ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
結
び
、
技
術
支
援
や

商
品
の
販
売
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

Sacha U
rku

に
加
盟
す
る
生
産
者
組
合
の
一
つ
に
、

Consorcio Toisán

（
ト
イ
サ
ン
山
脈
業
者
組
合
）
が

あ
る
。Consorcio Toisán

が
活
動
の
拠
点
と
す
る
イ

ン
バ
ブ
ラ
県
西
部
の
イ
ン
タ
グ
地
方
で
は
、
九
〇
年
代

半
ば
、
政
府
に
よ
る
鉱
山
開
発
計
画
に
反
対
し
、
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
地
域
を
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
を
掲

げ
、
環
境
保
護
団
体
や
女
性
団
体
、
青
年
団
体
、
生
産

者
組
合
が
発
足
し
た
。
そ
の
後
、
生
産
者
組
合
や
女
性

団
体
が
中
心
に
な
り
、
森
林
農
法
で
栽
培
し
た
コ
ー

ヒ
ー
や
、
手
工
芸
品
を
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
商
品
と
し

て
国
外
市
場
に
輸
出
す
る
よ
う
に
な
る
。
エ
コ
ツ
ア
ー

も
人
気
だ
。
鉱
山
開
発
問
題
に
一
端
の
収
束
が
つ
い

た
二
〇
〇
三
〜
四
年
ご
ろ
、
環
境
保
護
や
女
性
の
地

位
向
上
に
携
わ
る
組
織
、
生
産
者
組
合
な
ど
、
四
団

体
が
、
地
産
の
も
の
を
地
元
で
販
売
し
、
地
域
経
済

を
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
共
通
目
標
を
確
認
し
あ
う
た
め
、

Consorcio Toisán

を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
現
地
イ
ン
タ
グ
地
方
の
七
教
区
、

一
万
五
千
人
が
住
む
七
〇
の
共
同
体
で
活
動
す
る
、
九

つ
の
団
体
が
加
盟
し
、
現
地
の
店
舗
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
コ
ー
ヒ
ー
、
カ
ブ
ヤ
麻
の
編
み
製
品
、
ナ
ッ
ツ
加
工

食
品
、
自
然
素
材
の
シ
ャ
ン
プ
ー
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

販
売
し
た
り
、
傘
下
の
団
体
の
技
術
支
援
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

　

さ
て
、
主
に
三
つ
の
現
地
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
団
体

に
つ
い
て
考
察
を
交
え
つ
つ
見
て
き
た
。
こ
こ
ま
で
省

い
て
き
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
団
体
も
ス
ペ
イ
ン
、

ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
欧
米
諸
国
や
、
一

部
日
本
の
市
場
に
む
け
て
商
品
を
輸
出
し
て
い
る
。
た

だ
、
自
社
の
製
品
の
わ
ず
か
一
％
が
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー

ド
で
あ
る
こ
と
を
大
々
的
に
宣
伝
し
、
ブ
ラ
ン
ド
・
イ

メ
ー
ジ
を
高
め
よ
う
と
し
た
り
、
先
進
国
の
消
費
者
が

　　タグアの指輪



好
み
そ
う
な
奢
侈
品
を
途
上
国
の
農
村
に
発
注
す
る
こ

と
で
、
現
地
の
生
産
者
が
貧
困
か
ら
救
わ
れ
る
と
い
う

考
え
に
傾
倒
し
た
り
、
新
自
由
主
義
体
制
に
対
抗
し
よ

う
と
す
る
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
の
、
現
実
と
し
て
の
功

罪
が
、
先
進
国
の
目
線
で
語
ら
れ
が
ち
な
一
方
で
、
生

産
者
た
ち
の
周
囲
に
ま
ず
あ
る
の
は
、
や
は
り
そ
の
夜

の
食
卓
に
出
す
食
物
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
店

屋
、
隣
の
隣
の
県
で
栽
培
し
て
い
る
作
物
と
、
自
分
の

県
で
栽
培
し
て
い
る
作
物
を
交
換
す
る
市
場
だ
。
フ
ェ

ア
・
ト
レ
ー
ド
商
品
を
輸
入
し
消
費
す
る
先
進
国
の
な

か
で
錯
綜
す
る
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
へ
の
思
い
や
議
論

は
、
生
産
者
の
日
常
を
取
り
巻
く
、
有
機
的
な
世
界
と

は
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
で
展
開
さ
れ
て
き

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
、
現
地
生
産
者
組
合
訪
問

　

二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
私
はConsorcio Toisán

に
加
盟
す
る

生
産
者
組
合

A
A
CRI

の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
あ
る
、
イ

ン
バ
ブ
ラ
県

コ
タ
カ
チ
市

イ
ン
タ
グ

地
方
を
訪
れ

た
。
父
親
の

ホ
セ
、
母
親

の
ガ
ブ
リ
エ

ラ
、
二
十
代

半
ば
の
息
子
ハ
ビ
エ
ル
、
一
八
歳
の
娘
ア
ン
パ
ロ
か
ら

な
る
、
ク
エ
バ
家
に
泊
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ク
エ
バ
家
の
家
屋
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
広
場
か

ら
山
道
を
二
〇
分
ほ
ど
下
っ
た
場
所
に
あ
る
。
小
川
と

山
の
斜
面
に
挟
ま
れ
、
庭
に
は
低
木
が
茂
っ
て
い
た
。

イ
ン
タ
グ
地
方
の
コ
ー
ヒ
ー
の
木
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
や

バ
ナ
ナ
、
ア
ボ
ガ
ド
な
ど
多
様
な
植
物
が
生
い
茂
る
、

起
伏
に
と
ん
だ
森
林
の
中
に
植
わ
っ
て
い
る
。
素
人
が

一
見
す
れ
ば
、
自
然
林
の
中
に
コ
ー
ヒ
ー
が
生
え
て
い

る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
実
際
に
は
森
林
農
法
の

畑
で
あ
る
。
環
境
と
調
和
し
つ
つ
、
家
計
収
入
の
安
定

と
食
糧
自
給
率
の
向
上
を
図
り
、
多
種
の
植
物
を
同
じ

区
画
の
な
か
で
栽
培
し
て
い
る
の
だ
。

　

ク
エ
バ
家
の
脇
の
山
腹
が
農
園
に
な
っ
て
お
り
、
背

の
高
い
木
々
の
下
に
赤
い
実
を
つ
け
た
コ
ー
ヒ
ー
が
植

わ
っ
て
い
た
。
イ
ン
タ
グ
で
は
、
ふ
つ
う
コ
ー
ヒ
ー
の

収
穫
は
五
月
〜
八
月
頃
行
な
う
そ
う
だ
が
、
ク
エ
バ
家

で
は
私
の
滞
在
中
も
ガ
ブ
リ
エ
ラ
や
ア
ン
パ
ロ
が
赤
い

実
を
見
つ
け
れ
ば
摘
み
取
り
、
服
の
す
そ
を
ポ
ケ
ッ
ト

の
よ
う
に
し
て
収
穫
す
る
。
そ
の
横
で
は
ハ
ビ
エ
ル
が

ア
ボ
ガ
ド
の
木
に
登
っ
て
実
を
地
面
に
落
と
し
、
ホ
セ

が
自
家
製
の
肥
料
が
入
っ
た
樽
を
か
き
混
ぜ
る
。
イ
ン

タ
グ
で
は
土
壌
の
再
生
と
循
環
を
促
す
取
り
組
み
と
し

て
、
有
機
肥
料
の
使
用
が
広
め
ら
れ
て
き
た
。
各
農
家

で
、
畑
に
お
い
た
樽
に
家
畜
の
糞
や
木
の
葉
、
土
、
卵

の
殻
、
野
菜
く
ず
な
ど
を
混
ぜ
、
四
〇
日
間
樽
の
中
で

熟
成
さ
せ
て
作
る
と
い
う
。
二
匹
の
飼
い
犬
が
走
り

回
る
な
か
、
家
族
は
そ
ば
に
植
わ
っ
て
い
る
バ
ナ
ナ

や
グ
ァ
ヤ
バ
を
食
べ
な
が
ら
作
物
の
手
入
れ
を
す
る
。

木
々
の
下
に
は
小
さ
な
豚
小
屋
が
あ
り
、
ギ
ニ
ア
豚
が

二
頭
飼
わ
れ
て
い
た
。

　

コ
ー
ヒ
ー
の
豆
は
乾
燥
さ
せ
た
後
、
中
心
広
場
の
近

く
に
あ
るA

A
CRI

の
事
務
所
に
運
ば
れ
、
計
量
と
品

質
査
定
の
後
、
代
金
が
支
払
わ
れ
る
。
豆
は
そ
こ
か
ら

広
場
の
反
対
側
に
あ
る
加
工
場
に
届
け
ら
れ
、
選
別
、

焙
煎
、
パ
ッ
キ
ン
グ
の
過
程
を
経
て
出
荷
を
待
つ
。
加

工
場
の
脇
に
は
研
究
室
が
設
け
ら
れ
、
以
前
鉱
山
開
発

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
土
壌
や
河
川
の
再
生
度
を
調
べ

た
り
、各
農
家
の
森
林
農
法
の
経
過
を
観
察
し
て
い
る
。

隣
の
県
で
大
学
を
出
た
ば
か
り
だ
と
い
う
女
性
が
働
い

て
い
た
。

　

イ
ン
タ
グ
地
方
の
女
性
た
ち
は
、
農
作
業
の
ほ
か
、

余
剰
の
時
間
を
使
っ
て
カ
ブ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
サ
イ
ザ
ル

麻
の
繊
維
を
編
み
、
手
工
芸
品
を
作
っ
て
い
る
。

　

現
地
の
電
力
供
給
率
は
九
五
％
だ
が
、
ク
エ
バ
家
に

は
電
気
が
引
か
れ
て
い
な
い
。
一
八
時
ご
ろ
か
ら
暗
く

な
り
始
め
、
夕
食
は
ロ
ウ
ソ
ク
の
光
の
中
で
食
べ
る
。
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夕
食
の
片
づ
け
が
す
む
と
、
ガ
ブ
リ
エ
ラ
が
部
屋
か
ら

缶
と
布
袋
を
と
り
出
し
て
き
た
。
缶
は
裁
縫
箱
に
な
っ

て
お
り
、
袋
の
中
に
は
数
色
の
カ
ブ
ヤ
繊
維
の
糸
玉
が

入
っ
て
い
た
。
ガ
ブ
リ
エ
ラ
と
ア
ン
パ
ロ
は
机
に
向

か
っ
て
作
り
か
け
の
バ
ッ
グ
を
取
り
出
し
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
編
み
方
や
色
を
変
え
、
模
様
を
入
れ
な
が
ら
以
前

の
続
き
を
編
ん
で
ゆ
く
。
二
人
は
か
ぎ
針
を
使
用
し
て

い
た
が
、棒
針
や
木
枠
を
使
う
編
み
方
も
あ
る
そ
う
だ
。

男
性
二
人
も
加
わ
り
、
ガ
ブ
リ
エ
ラ
と
ア
ン
パ
ロ
は
果

物
の
収
穫
、
体
の
調
子
、
ま
も
な
く
の
ア
ン
パ
ロ
の
結

婚
な
ど
、
家
族
四
人
で
世
間
話
を
し
な
が
ら
カ
ブ
ヤ
を

編
む
。
彼
女
た
ち
が
扱
う
の
は
帽
子
や
バ
ッ
グ
、
ベ
ル

ト
、
網
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
籠
な
ど
だ
。

デ
ザ
イ
ン
は
月
に
一
度
の
会
合
で
雑
誌
を
参
考
に
決
め

る
ほ
か
、
注
文

に
あ
わ
せ
て
新

し
い
製
品
の
開

発
も
す
る
と
い

う
。

　

滞
在
一
日
目
、

私
よ
り
も
遅
く

ま
で
起
き
て
製

作
を
続
け
て
い

た
母
娘
は
、
翌

朝
、
昨
晩
編
ん

だ
と
い
う
ポ

シ
ェ
ッ
ト
を
渡
し
て
く
れ
た
。

カ
ブ
ヤ
編
み
の
手
工
芸
品
を
作
成
す
る
女
性
グ
ル
ー
プ

は
、
イ
ン
タ
グ
内
外
に
多
数
存
在
す
る
。
グ
ル
ー
プ
間

で
情
報
を
共
有
し
た
り
、
デ
ザ
イ
ン
の
刷
新
や
原
料
開

拓
を
お
こ
な
い
な
が
ら
も
、
自
然
素
材
を
使
用
し
て
環

境
負
荷
を
か
け
ず
に
加
工
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
。
ち
な
み
に
ガ
ブ
リ
エ
ラ
は
、
家
の
周
辺
で
取
れ
る

九
種
類
の
植
物
を
カ
ブ
ヤ
の
染
料
に
使
っ
て
い
る
そ
う

だ
。

　

今
回
訪
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
住
民
た
ち
は
み

な
何
ら
か
の
組
合
に
入
り
、
作
物
の
栽
培
方
法
を
学
ん

だ
り
、
環
境
教
育
か
ら
道
路
の
舗
装
ま
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
全
体
で
様
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う

だ
っ
た
。

三
、
生
産
者
を
通
し
て
見
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

　

世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
途
上
国
で
行
わ
れ
て
い
る
フ
ェ

ア
・
ト
レ
ー
ド
活
動
が
紹
介
さ
れ
る
と
き
、
多
く
の
場

合
は
先
進
国
の
団
体
が
支
援
を
始
め
、
取
り
組
み
が
発

展
し
て
ゆ
く
経
緯
が
語
ら
れ
る
た
め
、
現
地
生
産
者
た

ち
の
試
行
錯
誤
が
そ
の
時
点
か
ら
始
ま
っ
た
か
の
よ
う

な
印
象
を
持
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
実
際
は
そ
の
以

前
か
ら
現
地
で
も
動
き
は
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
回
の
エ
ク
ア
ド
ル
現
地
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
団
体
の
例

や
、
生
産
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
訪
問
は
、
そ
の
こ
と
を
再
確

認
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

さ
て
、CA

M
A
LI

に
加
盟
す
る
生
産
組
合
は
穀
類
や

チ
ー
ズ
な
ど
、
現
地
の
生
活
に
密
着
し
た
商
品
を
フ
ェ

ア
・
ト
レ
ー
ド
商
品
と
し
て
生
産
、
販
売
し
て
い
た
。

ま
た
、M

CCH

は
生
産
者
に
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の

対
価
」
を
支
払
う
一
方
、貧
困
層
に
は
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
の
値
段
」
で
販
売
し
て
い
た
。Scha U

rku

も
然
り

で
あ
る
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
コ
ー
ヒ
ー
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア

イ
テ
ム
、
雑
貨
な
ど
、
一
般
に
先
進
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
し
て
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
の
店
頭

に
並
ぶ
商
品
は
、
経
済
的
に
余
裕
が
あ
る
消
費
者
の
嗜

好
品
だ
。
こ
の
傾
向
は
、
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
の
初
期

で
あ
る
一
九
四
〇
年
代
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
一
方

で
、
例
に
挙
げ
た
団
体
が
現
地
の
日
用
品
を
商
品
と
し

て
選
択
し
た
の
は
、
生
産
者
た
ち
の
食
べ
る
も
の
、
生

活
を
今
す
ぐ
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
、
と
い
う
危
機
的

な
状
況
を
、
と
も
に
経
験
し
て
き
た
か
ら
な
の
で
は
な

い
か
。
す
な
わ
ち
、
現
地
の
文
脈
で
、
貧
窮
と
は
何
が

欠
乏
し
て
い
る
状
態
な
の
か
、
何
が
あ
れ
ば
脱
却
で
き

る
の
か
を
実
感
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
現
地
で

は
誰
が
よ
り
持
っ
て
い
て
、
だ
れ
が
よ
り
持
っ
て
い
な

い
か
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
、貧
困
層
に
「
フ
ェ
ア
・
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ト
レ
ー
ド
値
段
」
で
売
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
が
金
銭

を
通
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
で
は
な
く
、
必
要
な
者
に
必
要

な
ぶ
ん
を
分
け
る
連
帯
活
動
だ
と
い
う
こ
と
見
せ
つ
け

る
。

　

い
ま
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
は
日
本
で
も
よ
う
や
く
広

ま
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
、
も
し
く

は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
側
面
が
強
く
な
り
す
ぎ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
資
源
消
費
大
国
で
あ
る
日
本

の
人
々
は
、
日
々
気
づ
か
な
い
ま
ま
に
様
々
な
も
の
を

搾
取
し
て
生
き
て
い
る
。
日
本
に
安
価
な
衣
料
を
輸
出

す
る
た
め
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
女
性
労
働
者
が
一

日
一
二
時
間
工
場
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
台
湾
の
日
本
向

け
の
携
帯
電
話
工
場
で
は
、
新
機
能
の
開
発
と
量
産
に

や
っ
き
な
あ
ま
り
、
労
働
者
を
自
殺
す
る
ほ
ど
過
酷
な

労
働
に
追
い
込
ん
で
い
る
。
天
然
河
川
を
買
収
し
て
、

水
が
飲
め
な
く
な
っ
た
貧
し
い
ア
フ
リ
カ
の
人
々
に
高

額
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
売
り
つ
け
る
大
手
飲
料
会
社
に

投
資
し
て
き
た
。
エ
ク
ア
ド
ル
、ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
も
、

地
理
的
に
遠
く
て
も
ど
こ
か
で
搾
取
す
る
／
さ
れ
る
関

係
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
そ
の
環
の
な
か
で

暮
ら
し
な
が
ら
、
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
商
品
の
生
産
者

に
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
視
線
を
投
げ
か
け
る
の
は
、
無
責
任

な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
あ
る
。

　

先
進
国
の
消
費
者
が
、
倫
理
的
に
正
し
い
と
思
え
る

も
の
を
購
入
す
る
こ
と
は
必
要
だ
が
、
消
費
社
会
そ
の

も
の
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
消
費
者

を
自
己
満
足
さ
せ
る
た
め
の
フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
商
品

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
生
産
者
に
と
っ
て
も
、
フ
ェ

ア
・
ト
レ
ー
ド
と
は
現
金
収
入
の
み
を
受
け
取
る
た
め

の
装
置
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
発

展
さ
せ
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
参
加
す
る
こ
と
で
地
域
の
連
帯
や
生
産

者
ら
の
衛
生
状
態
、
教
育
水
準
が
向
上
し
、
交
渉
力
が

強
化
さ
れ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
主
性
を
重
視
し
、
生
産
地
や
近
隣
地

域
に
市
場
を
見
出
し
、
ま
た
国
内
に
幅
広
い
連
帯
を
生

み
出
そ
う
と
し
て
い
る
エ
ク
ア
ド
ル
の
フ
ェ
ア
・
ト

レ
ー
ド
の
事
例
は
、
途
上
国
の
小
規
模
生
産
者
に
新
た

な
道
筋
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
事
例
は
、
あ
る
程
度
の
作
物

栽
培
環
境
や
設
備
が
整
っ
て
い
れ
ば
、
先
進
国
と
の
貿

易
を
持
ち
込
ま
ず
と
も
、
自
ら
の
手
で
生
活
を
向
上
し

て
ゆ
け
る
と
い
う
暗
示
で
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ

れ
ま
で
、フ
ェ
ア
・
ト
レ
ー
ド
に
関
す
る
議
論
は
「
フ
ェ

ア
」
の
部
分
を
争
点
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
今

後
は
「
ト
レ
ー
ド
」
に
注
目
が
集
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

著
者
の
伊
藤
さ
ん
は
、
上
智
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン

サ
ー
ン
研
究
所
勤
務
の
傍
ら
エ
ク
ア
ド
ル
の
小
規
模
生
産

者
と
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
む
け
準
備
中
で
す
。
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次
期
大
統
領
選
ま
で
一
年
を
切
っ
た
ペ
ル
ー

国
民
は
ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か―

ペ
ル
ー
滞
在
中　

松
枝　

愛

　

二
〇
〇
六
年
七
月
の
発
足
以
来
、
四
年
が
経
過
し
た

ア
ラ
ン
・
ガ
ル
シ
ア
現
政
権
の
任
期
も
残
り
一
年
と
な

り
、
ペ
ル
ー
は
今
年
一
〇
月
三
日
に
統
一
地
方
選
挙
、

来
年
四
月
（
期
日
未
定
）
に
大
統
領
選
を
控
え
選
挙
戦

が
早
く
も
熱
を
帯
び
て
い
る
。
第
一
期
ガ
ル
シ
ア
政

権
（
一
九
八
五
〜
九
〇
）
時
代
と
は
打
っ
て
変
わ
り
現

在
の
ガ
ル
シ
ア
政
権
は
、
新
自
由
主
義
の
経
済
政
策
を

推
進
し
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
（
ラ
米
）
諸
国
の
中
で
も

安
定
し
た
マ
ク
ロ
経
済
の
成
長
を
示
し
、
外
国
資
本
の

導
入
も
活
発
化
し
て
い
る
。
統
計
情
報
庁
（IN

EI

）
に

よ
る
と
、
経
済
の
安
定
で
貧
困
指
数
が
政
権
発
足
時
の

四
四
％
か
ら
三
年
間
で
三
四
％
と
一
〇
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
た
。
一
方
、
今
年
に
入
り
ペ
ル
ー
は
コ
カ
葉
生
産
量

が
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
抜
い
て
世
界
第
一
位
と
な
っ
た
と
さ

れ
る
。
ま
た
八
〇
│
九
〇
年
代
に
暗
躍
し
壊
滅
状
態
に

追
い
込
ま
れ
て
い
た
ゲ
リ
ラ
組
織
「
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ

ノ
ソ
（SL

＝
輝
く
道
）」
と
ト
ゥ
パ
ッ
ク
・
ア
マ
ル
ー

革
命
運
動
（M
RTA

）」
が
再
び
勢
力
を
拡
大
し
つ
つ

あ
る
の
が
表
面
化
し
て
き
た
。
地
方
で
は
、
新
自
由
主

義
政
策
に
抵
抗
す
る
先
住
民
組
織
と
当
局
の
衝
突
も
く

す
ぶ
り
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
国

民
の
「
義
務
」
と
さ
れ
て
い
る
選
挙
で
、
ペ
ル
ー
国
民

は
ど
ん
な
政
権
を
選
択
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
筆

者
が
約
半
年
間
の
ペ
ル
ー
滞
在
中
に
感
じ
た
り
見
聞
き

し
た
り
し
た
こ
と
を
織
り
込
み
な
が
ら
、
ま
と
め
て
み

た
い
。

　

好
景
気
と
左
派
の
衰
退

　

今
年
二
月
に
首
都
リ
マ
で
生
活
を
始
め
て
以
来
、
タ

ク
シ
ー
に
乗
る
と
運
転
手
に
景
気
は
ど
う
か
と
必
ず
尋

ね
て
み
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
十
中
八
九
肯
定
的
な

答
え
が
返
っ
て
く
る
。
〇
八
年
末
か
ら
の
世
界
金
融
危

機
下
に
あ
っ
て
も
、「
こ
の
国
は
確
実
に
良
く
な
っ
て

い
る
」
と
言
う
。
確
か
に
、
街
に
は
活
気
が
あ
る
。
リ

マ
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
公
共
工
事
が
行
わ
れ
て
い
て
、

少
し
郊
外
に
出
る
と
、
砂
漠
の
灰
褐
色
の
大
地
に
新
設

さ
れ
た
公
共
施
設
や
丘
の
上
ま
で
続
く
階
段
な
ど
が
、

黄
色
と
青
の
ペ
ン
キ
で
仰
々
し
く
塗
ら
れ
て
い
る
の
が

目
を
引
く
。
こ
れ
は
次
期
大
統
領
戦
出
馬
を
目
論
む
リ

マ
市
長
ル
イ
ス
・
カ
ス
タ
ニ
ェ
ー
ダ
の
人
気
取
り
を

狙
っ
た
も
の
と
も
指
摘
さ
れ
る
が
、
と
に
か
く
イ
ン
フ

ラ
工
事
が
盛
ん
だ
。
金
融
分
野
も
好
調
の
よ
う
で
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
、
あ
の
手
こ

の
手
で
利
用
者
を
刺
激
し
て
い
る
。
信
用
取
引
の
増
加

は
、
内
需
の
堅
調
さ
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

　

好
調
な
経
済
を
牽
引
し
て
い
る
の
は
外
国
資
本
だ
。

特
に
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
は
チ
リ
資
本
が
強
く
、
人
々
の

生
活
に
直
結
す
る
日
用
品
な
ど
を
扱
う
大
手
ス
ー
パ
ー

や
薬
局
は
次
々
と
店
舗
を
増
や
し
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
大
型
チ
ェ
ー
ン
店
の
ほ
と
ん
ど
が
チ
リ
資
本
と
な
っ

て
い
る
。
ペ
ル
ー
経
済
を
支
え
る
鉱
山
業
な
ど
の
資
源

開
発
分
野
に
も
、
外
資
が
盛
ん
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。

　

現
政
権
の
新
自
由
主
義
経
済
路
線
は
、
九
〇
年
代
の

フ
ジ
モ
リ
政
権
時
代
か
ら
踏
襲
さ
れ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。
政
情
が
安
定
し
た
ト
レ
ー
ド
政
権
（
〇
一
│

〇
六
）
辺
り
か
ら
、
経
済
成
長
が
常
態
化
し
つ
つ
あ
っ

た
。
今
年
五
月
末
に
リ
マ
で
開
か
れ
た
第
三
回
ラ
米
・

カ
リ
ブ
財
相
会
議
の
開
会
式
で
、ガ
ル
シ
ア
大
統
領
は
、

「
第
一
期
政
権
時
と
今
期
の
経
済
運
営
の
違
い
は
、
私

が
変
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
国
際
通
貨
基
金
（IM

F

）

が
変
わ
っ
た
か
ら
だ
」
と
言
っ
て
の
け
た
。
ガ
ル
シ
ア

政
権
は
、
第
一
期
に
財
政
支
出
の
大
幅
拡
大
、
金
融
統

制
、
対
外
債
務
の
返
済
凍
結
な
ど
を
行
っ
た
結
果
、
年

率
七
〇
〇
〇
％
を
超
え
る
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
に
よ
る

経
済
後
退
と
混
乱
を
招
き
、IM

F

を
激
怒
さ
せ
た
苦
い

経
験
が
あ
る
。

　

ト
レ
ー
ド
政
権
下
で
は
、
マ
ク
ロ
経
済
の
恩
恵
が
国

民
生
活
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
国
民
の
不
満
を

募
ら
せ
た
。
特
に
地
方
の
失
業
率
や
貧
困
率
は
悪
化

し
、
貧
富
の
差
が
拡
大
し
た
。
こ
れ
を
教
訓
に
、
ガ
ル

シ
ア
政
権
は
、「
外
資
増
加
が
国
民
生
活
を
豊
か
に
す

る
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
水
や
電
気
の
普
及
拡

大
に
努
め
て
い
る
。
地
方
の
電
気
や
水
道
の
開
通
式
に

出
席
す
る
大
統
領
の
演
説
内
容
は
大
抵
そ
う
変
わ
り
な
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く
、「
ペ
ル
ー
で
は
日
々
発
電
量
が
増
え
て
い
る
。
他

国
の
中
に
は
、
発
電
の
た
め
の
外
国
投
資
が
な
い
た
め

に
停
電
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
国
が
あ
る
」、「
投
資
を
拒

否
し
て
、
傲
慢
に
も
『
我
々
は
十
分
足
り
て
い
る
。
外

国
資
本
も
外
国
製
の
機
械
も
必
要
な
い
』
な
ど
と
い
う

国
は
、
銀
行
取
引
や
労
働
者
の
預
金
を
脅
か
す
結
果
を

招
い
て
い
る
」（
一
〇
年
一
月
一
七
日
）
と
い
っ
た
発

言
が
聞
か
れ
る
。

　

堅
調
な
経
済
成
長
を
反
映
し
て
か
、
〇
六
年
の
大
統

領
選
挙
の
一
次
選
で
得
票
率
一
位
を
獲
得
し
な
が
ら
決

選
投
票
で
ガ
ル
シ
ア
に
破
れ
た
ペ
ル
ー
国
民
党（PN

P

）

党
首
オ
ジ
ャ
ン
タ
・
ウ
マ
ー
ラ
の
勢
い
は
後
退
し
て
い

る
。
理
由
は
、
①PN

P

の
旗
印
や
政
策
を
時
代
遅
れ

と
見
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
②
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
ウ
ー

ゴ
・
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
と
の
関
係
を
危
惧
す
る
声
が
依

然
強
い
③
ウ
マ
ー
ラ
の
支
持
が
高
か
っ
た
地
方
で
今
や

ケ
イ
コ
・
フ
ジ
モ
リ
の
人
気
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

先
住
民
組
織
と
政
府
の
衝
突
。

未
だ
発
効
さ
れ
な
い
先
住
民
と
の
事
前
協
議
法

　

ガ
ル
シ
ア
現
政
権
下
で
、
政
権
を
揺
る
が
せ
た
最
大

の
事
件
は
、
〇
九
年
六
月
五
日
の
「
バ
グ
ア
事
件
（
バ

グ
ア
ソ
）」
だ
。
ペ
ル
ー
北
部
の
ア
マ
ソ
ナ
ス
州
バ
グ

ア
地
方
に
あ
る
国
営
石
油
会
社
ペ
ト
ロ
ペ
ル
ー
社
の
油

田
一
帯
で
同
年
四
月
下
旬
か
ら
、
先
住
民
の
権
利
を
脅

か
す
諸
法
令
の
廃
止
と
、
対
話
に
向
け
た
政
府
の
対
応

を
求
め
、
ア
ワ
ジ
ュ
ン
と
ワ
ン
ピ
の
先
住
民
族
が
平
和

的
な
抗
議
行
動
を
展
開
し
、
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
。

政
府
は
事
態
打
開
の
た
め
、
ペ
ル
ー
国
家
警
察
特
殊
作

戦
本
部
（D

IN
O
ES

：
テ
ロ
が
横
行
し
て
い
た
九
〇
年

代
に
治
安
維
持
部
隊
と
し
て
機
能
し
て
い
た
）
を
抗
議

運
動
が
起
こ
っ
て
い
た
各
地
方
に
派
遣
し
た
が
、
六
月

五
日
、
バ
グ
ア
郊
外
で
道
路
封
鎖
を
行
っ
て
い
た
先
住

民
族
と
衝
突
し
た
。
特
殊
部
隊
に
発
砲
さ
れ
た
先
住
民

族
は
投
石
で
抵
抗
し
た
が
、
警
察
か
ら
奪
っ
た
武
器
を

使
っ
て
警
官
ら
を
拘
束
し
た
り
射
殺
し
た
り
し
た
と
さ

れ
て
い
る
。
衝
突
の
死
者
は
三
四
人
で
、
う
ち
二
五
人

は
警
官
、
九
人
は
子
ど
も
を
含
む
先
住
民
だ
っ
た
。
負

傷
者
は
二
〇
〇
人
を
超
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
政
府
は

責
任
を
先
住
民
側
に
転
嫁
し
、
ペ
ル
ー
熱
帯
雨
林
開
発

先
住
民
協
会
（A

ID
ESEP

）
の
代
表
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ピ

サ
ン
ゴ
ら
に
逮
捕
状
を
出
し
、
ピ
サ
ン
ゴ
は
ニ
カ
ラ
グ

ア
へ
の
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

ペ
ル
ー
は
一
九
九
四
年
にILO

一
六
九
条
を
批
准

し
た
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
ガ
ル
シ
ア
政
権
は
外
資
投

入
と
資
源
開
発
を
優
先
さ
せ
、
先
住
民
の
権
利
を
無
視

し
て
い
た
。「
バ
グ
ア
ソ
」
へ
の
政
府
の
対
応
は
、
国

際
社
会
か
ら
痛
烈
に
批
判
さ
れ
、
レ
コ
ム
も
諸
団
体
と

共
同
で
ペ
ル
ー
政
府
に
抗
議
声
明
を
送
っ
て
い
る
。「
バ

グ
ア
ソ
」
を
無
抵
抗
な
市
民
に
向
け
た
政
府
の
「
虐
殺
」

と
捉
え
る
ペ
ル
ー
人
民
は
、
全
国
各
地
で
抗
議
行
動
を

起
こ
し
た
。
し
か
し
政
府
の
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、
先
住

民
の
願
い
は
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
だ
。ま
た
近
年
、

先
住
民
族
の
存
在
を
脅
か
す
諸
法
令
の
立
法
化
の
動
き

が
進
ん
だ
の
は
、
〇
八
年
に
締
結
し
た
秘
米
二
国
間
の

自
由
貿
易
協
定
（TLC/FTA

）
の
規
定
を
適
応
し
や
す

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
法
整
備
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
。

　

ニ
カ
ラ
グ
ア
に
亡
命
し
て
い
た
ピ
サ
ン
ゴ
は
、「
バ

グ
ア
ソ
」
か
ら
一
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
今
年
五

月
末
ペ
ル
ー
に
帰
国
し
た
。
身
柄
を
い
っ
た
ん
当
局

に
拘
束
さ
れ
た
が
観
察
処
分
と
な
り
、
そ
の
後
再
び

A
ID
ESEP

代
表
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

ペ
ル
ー
議
会
は
今
年
五
月
、「
先
住
民
族
の
権
利
及

びILO

一
六
九
条
の
尊
重
に
関
わ
る
法
律
」、通
称
「
先

住
民
と
の
事
前
協
議
法
（Ley de consulta

）」
を
承

認
し
た
。
こ
れ
は
、
第
二
条
で
、「
事
前
協
議
の
権
利

反
政
府
デ
モ
の
（
二
〇
一
〇
年
四
月
一
三
日
松
枝
撮
影
）



と
は
、
先
住
民
族
の
物
理
的
存
在
や
文
化
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
、
生
活
の
質
、
発
展
と
い
っ
た
集
団
的
権
利

に
直
接
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
、
事
前
に
協
議
す
る
権

利
を
言
う
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
権
利
に
直
接
関
わ
る
国

家
的
お
よ
び
地
域
的
開
発
計
画
に
つ
い
て
も
協
議
が
な

さ
れ
る
こ
と
を
言
う
」
と
謳
う
よ
う
に
、
先
住
民
族
の

生
活
に
関
わ
る
行
政
計
画
に
、
先
住
民
側
と
の
事
前
協

議
義
務
を
課
す
法
律
で
あ
る
。
そ
の
後
、
同
法
は
大
統

領
令
に
よ
る
発
布
と
い
う
段
階
に
入
っ
て
い
た
の
だ

が
、
六
月
下
旬
、
大
統
領
の
意
見
書
付
き
で
国
会
に
差

し
戻
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ガ
ル
シ
ア
大
統
領
は
、「
全

て
の
ペ
ル
ー
人
の
利
益
に
つ
な
が
る
経
済
発
展
を
先
住

民
族
が
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
発
言
す
る
始
末

だ
。
政
府
と
先
住
民
団
体
の
歩
み
寄
り
が
期
待
さ
れ
て

成
立
し
た
同
法
だ
が
、
発
効
し
な
い
ま
ま
、
事
態
は
ま

た
も
や
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。

　

コ
カ
葉
生
産
世
界
第
一
位

　

六
月
下
旬
、
あ
る
ペ
ル
ー
紙
は
、「
ペ
ル
ー
が
（
メ

キ
シ
コ
の
都
市
）
シ
ウ
ダ
・
フ
ア
レ
ス
の
よ
う
に
な
る

日
」
と
い
う
記
事
を
一
面
に
掲
載
し
た
。
国
連
薬
物
犯

罪
事
務
所
（U

N
O
D
C

）
が
同
月
二
三
日
に
発
表
し
た

「
二
〇
〇
九
年
コ
カ
栽
培
監
視
報
告
」
に
よ
る
と
、
ペ

ル
ー
の
〇
九
年
の
コ
カ
葉
栽
培
量
は
一
一
万
九
〇
〇
〇

ト
ン
で
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
一
〇
万
三
〇
〇
〇
ト
ン
を
上

回
り
、世
界
最
大
の
コ
カ
葉
生
産
国
と
な
っ
た
と
い
う
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
と
米
国
に
よ
る
麻
薬
撲
滅
作
戦
「
コ
ロ
ン

ビ
ア
計
画
」
が
奏
功
し
、
コ
カ
葉
の
作
付
面
積
と
生
産

量
が
減
少
す
る
一
方
、
栽
培
が
国
境
を
越
え
て
ペ
ル
ー

に
移
っ
た
だ
け
で
、
ア
ン
デ
ス
地
域
全
体
で
は
実
質
的

な
変
化
は
な
い
、
と
の
見
方
も
あ
る
。

　

ペ
ル
ー
で
は
九
六
年
ま
で
は
生
産
高
が
世
界
一
だ
っ

た
が
、
治
安
情
勢
の
変
化
で
栽
培
地
の
多
く
が
コ
ロ
ン

ビ
ア
へ
移
動
し
た
。
そ
れ
が
近
年
、
ペ
ル
ー
へ
戻
り
つ

つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
だ
。
ペ
ル
ー
の

ベ
ラ
ウ
ン
デ
外
相
は
こ
の
統
計
の
正
確
性
に
疑
問
を
呈

し
て
い
る
が
、UN

O
D
C

も
米
麻
薬
取
締
局
（D

EA

）
も
、

よ
り
徹
底
し
た
麻
薬
取
締
政
策
の
実
行
を
ペ
ル
ー
政
府

に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
同
報
告
はD

EA

の
情
報
と

し
て
、
国
内
で
主
要
な
コ
カ
葉
生
産
地
域
で
あ
る
ク
ス

コ
州
、
ア
ヤ
ク
ー
チ
ョ
州
、
フ
ニ
ン
州
に
跨
が
る
ア
プ

リ
マ
ッ
ク
＝
エ
ネ
両
川
渓
谷
（V

RA
E

）
地
方
の
栽
培

地
の
八
割
を
、
メ
キ
シ
コ
の
麻
薬
密
売
組
織
「
シ
ナ
ロ

ア
カ
ル
テ
ル
」
が
支
配
し
て
い
る
と
記
述
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
栽
培
面
積
の
数
値
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
が

六
万
八
〇
〇
〇ha

で
ペ
ル
ー
の
五
万
九
九
〇
〇ha

を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
コ
カ
葉
は

オ
ー
ブ
ン
で
乾
燥
さ
せ
る
た
め
、
日
干
し
の
ペ
ル
ー
の

コ
カ
葉
よ
り
も
水
分
が
少
な
い
分
、
重
さ
が
減
る
。
コ

ロ
ン
ビ
ア
の
コ
カ
葉
が
日
干
し
で
乾
燥
処
理
さ
れ
て
い

た
ら
、
約
一
五
万
ト
ン
と
ト
ッ
プ
だ
っ
た
は
ず
だ
と

U
N
O
D
C

の
ペ
ル
ー
代
表
は
指
摘
し
た
。
と
も
あ
れ
報

告
は
、
面
積
で
も
生
産
量
で
も
ペ
ル
ー
の
増
加
は
顕
著

で
あ
り
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
凌
ぐ
勢
い
で
あ
る
と
警
告
し

て
い
る
。

　

ペ
ル
ー
の
非
伝
統
的
コ
カ
葉
栽
培
の
増
加
地
域
は
、

V
RA
E

の
ほ
か
ウ
ア
ヌ
コ
州
の
ウ
ア
ジ
ャ
ガ
高
地
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
」

が
勢
力
を
拡
大
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。SL

と
麻
薬

ビ
ジ
ネ
ス
の
関
わ
り
は
同
報
告
書
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

フ
ジ
モ
リ
元
大
統
領
の
影
響
力

　

長
女
ケ
イ
コ
へ
の
高
支
持
率

　

地
元
カ
レ
ー
タ
誌
は
四
月
下
旬
、
服
役
中
の
ア
ル
ベ

ル
ト
・
フ
ジ
モ
リ
元
大
統
領
の
も
と
に
二
百
人
近
い
接

見
人
が
日
々
訪
れ
て
い
る
と
の
特
報
を
掲
載
し
、
未
だ

同
氏
の
影
響
力
が
強
い
こ
と
を
世
間
に
知
ら
し
め
た
。

そ
ん
な
中
、
長
女
ケ
イ
コ
・
フ
ジ
モ
リ
が
五
月
、「
フ

エ
ル
サ
二
〇
一
一
」
と
い
う
政
党
を
正
式
に
立
ち
上
げ

た
。
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
は
ケ
イ
コ
の
「K

」
だ
。
政
策

顧
問
及
び
事
務
局
長
に
は
、
フ
ジ
モ
リ
政
権
時
代
に
国

会
議
長
や
内
相
を
務
め
た
日
系
の
ハ
イ
メ
・
ヨ
シ
ヤ
マ

を
据
え
た
。
フ
ジ
モ
リ
元
大
統
領
の
支
持
基
盤
を
受
け

継
ぐ
ケ
イ
コ
の
人
気
は
高
く
、
三
五
歳
と
若
い
が
父
の

政
権
時
に
一
〇
代
で
第
一
夫
人
役
を
務
め
、
〇
六
年
か

ら
国
会
議
員
と
し
て
活
動
す
る
な
ど
知
名
度
は
絶
大

だ
。

　

ケ
イ
コ
が
大
統
領
に
な
れ
ば
、
父
親
を
恩
赦
す
る
と

見
ら
れ
て
い
る
。
本
人
は
明
言
を
避
け
て
い
る
が
、
父

親
は
無
実
だ
と
断
固
主
張
し
て
い
る
の
も
確
か
だ
。
ケ

イ
コ
に
対
し
て
は
、
米
国
留
学
の
資
金
源
が
不
明
だ
と

の
「
疑
惑
バ
ッ
シ
ン
グ
」
が
あ
る
が
、
本
人
は
汚
職
と

の
関
与
を
否
定
し
て
い
る
。

　

リ
マ
郊
外
や
地
方
で
は
、
民
家
の
塀
や
高
速
道
路

沿
い
に
白
地
に
黒
と
オ
レ
ン
ジ
色
で
「K

EIK
O
2011

」

と
描
か
れ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
目
を
引
く
。
ケ
イ
コ
は

「
父
は
テ
ロ
排
斥
と
治
安
回
復
と
い
う
大
き
な
成
果
を

挙
げ
た
が
、
一
方
で
失
敗
も
あ
っ
た
。
私
は
失
敗
か
ら

学
び
、父
と
は
違
う
政
治
を
行
う
」
と
主
張
し
て
い
る
。
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選
挙
戦
動
向

　

今
年
六
月
二
〇
日
に
エ
ル
・
コ
メ
ル
シ
オ
紙
が
全
国

で
行
っ
た
世
論
調
査
で
は
、
大
統
領
候
補
と
し
て
ケ
イ

コ
・
フ
ジ
モ
リ
が
ト
ッ
プ
（
二
二
％
）
に
つ
け
た
。
二

位
は
僅
差
で
ル
イ
ス
・
カ
ス
タ
ニ
ェ
ー
ダ
現
リ
マ
市
長

（
二
一
％
）
だ
が
、
リ
マ
を
除
い
た
地
方
で
の
ケ
イ
コ

の
人
気
は
他
候
補
に
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
を
つ
け
突

出
し
て
い
る
。
三
位
は
オ
ジ
ャ
ン
タ
・
ウ
マ
ー
ラ
国
民

党
党
首
（
一
三
％
）、
四
位
に
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ト
レ
ー

ド
元
大
統
領
（
一
二
％
）
が
つ
け
た
。
未
だ
立
候
補
の

届
出
は
始
ま
っ
て
い
な
い
が
、
上
記
四
名
が
現
在
有
力

候
補
と
見
ら
れ
て
い
る
。
与
党
ア
プ
ラ
か
ら
の
立
候
補

者
は
未
定
で
、
ハ
ビ
エ
ル
・
ベ
ラ
ス
ケ
ス
首
相
や
メ
ル

セ
デ
ス
・
ア
ラ
オ
ス
経
財
相
、
ニ
デ
ィ
ア
・
ビ
ル
チ
ェ

ス
女
性
相
の
名
前
が
上
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ガ
ル

シ
ア
大
統
領
は
第
一
期
政
権
末
期
九
〇
年
の
選
挙
実
施

直
前
に
フ
ジ
モ
リ
支
援
に
回
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
本
人

ら
は
否
定
す
る
が
、
フ
ジ
モ
リ
派
と
ア
プ
ラ
が
協
同
す

る
公
算
も
否
定
で
き
な
い
。

　

お
わ
り
に

　

ペ
ル
ー
の
友
人
ら
は
、
政
治
の
話
に
な
る
と
、「
投

票
し
た
い
候
補
者
が
い
な
い
」
と
よ
く
口
に
す
る
。
投

票
が
義
務
制
で
、
怠
る
と
罰
金
が
課
さ
れ
る
ペ
ル
ー
で

は
、
白
紙
投
票
で
あ
っ
て
も
必
ず
投
票
に
赴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
多
く
の
有
権
者
は
消
去
法
で

投
票
す
る
の
で
、「
同
じ
悪
な
ら
ま
し
な
悪
に
」
と
い

う
言
い
回
し
が
あ
る
ほ
ど
だ
。

　

第
二
期
ガ
ル
シ
ア
政
権
の
こ
こ
四
年
間
は
、
好
景
気

の
恩
恵
を
受
け
て
生
活
水
準
を
上
げ
た
人
々
が
い
る
一

方
で
、
資
本
主
義
経
済
と
一
線
を
画
す
社
会
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
は
虐
げ
ら
れ
、
水
面
下
で
ゲ
リ
ラ
組
織
や
麻
薬

組
織
の
力
が
復
活
し
て
い
た
。
未
だ
人
々
の
中
で
は
テ

ロ
＝
左
翼
ゲ
リ
ラ
と
い
う
認
識
が
強
く
、
テ
ロ
時
代
を

知
ら
な
い
青
年
層
の
間
に
浸
透
し
て
い
る
と
言
わ
れ

るM
RTA

やSL

の
ゲ
リ
ラ
思
想
に
、
ペ
ル
ー
社
会
は

大
き
な
不
安
を
覚
え
て
い
る
。
ガ
ル
シ
ア
政
権
が
中
道

左
派
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
実
質
は
経
済
界
寄
り
の
立
場

を
取
る
の
は
、
消
去
法
で
生
き
残
る
た
め
の
手
段
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
支
持
率
が
三
〇
％
前
後
、
不
支
持
が

五
〇
％
台
後
半
に
留
ま
る
現
政
権
が
な
し
得
な
か
っ
た

こ
と
を
最
も
期
待
さ
せ
る
候
補
者
が
、
次
期
大
統
領
の

座
に
就
く
の
だ
ろ
う
が
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
心
を
つ
か
む

公
約
を
打
ち
出
す
か
、
新
た
な
候
補
が
彗
星
の
ご
と
く

現
れ
な
い
限
り
、
現
時
点
で
は
次
期
大
統
領
選
も
消
去

法
で
残
る
「
無
難
な
」
候
補
者
が
勝
ち
残
る
よ
う
に
思

う
。
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ニ
カ
ラ
グ
ア
の
ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム 

本
稿
は
、
社
会
研
究
者
パ
オ
ラ
・
ボ
ロ
ニ
ェ
シ
氏
に

よ
る
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
教
会
の
調
査

報
告
「
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
福
音
主
義
者
―
あ
る
描
写
」

（
『
エ
ン
ビ
オ
』
三
三
八
号
、
二
〇
一
〇
年
五
月
に
掲

載
）
の
抄
訳
で
あ
る
。
現
在
中
米
で
は
ペ
ン
テ
コ
ス
テ

派
キ
リ
ス
ト
教
が
爆
発
的
な
勢
い
で
普
及
し
つ
つ
あ

り
、
特
に
都
市
の
周
辺
的
地
区
の
貧
困
層
や
疎
外
さ
れ

た
人
々
の
間
で
大
き
な
成
功
を
収
め
て
い
る
。
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
は
少
な
く
見

積
も
っ
て
も
全
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
人
口
の
三
分
の
二

を
占
め
る
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
人
口
の
二
六
％
が
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
、
そ
の
七
三
％
が
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
で
あ

る
。
彼
女
の
報
告
は
、
こ
の
新
し
い
宗
教
的
社
会
現
象

を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
手
が
か
り
を
提
供
し
て

く
れ
て
い
る
。 

 

【
四
つ
の
特
徴
】 

ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
は
福
音
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
ィ
ズ
ム
の
特
殊
な
表
現
で
あ
り
、
教
派
や
教
会
間
の

多
様
性
に
も
関
わ
ら
ず
「
原
理
主
義
」
、
「
熱
情
的
な

信
仰
の
あ
り
方
」
、
「
強
力
な
カ
リ
ス
マ
的
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」
、
「
全
人
類
へ
の
福
音
伝
道
使
命
」
と
い
う

共
通
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。 

【
原
理
主
義
】 

 

ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
の
人
々
は
聖
書
の
霊
感
と
無
謬

性
を
信
じ
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
る
と
、
神
と
サ
タ
ン
は

人
間
た
ち
の
日
常
生
活
に
介
入
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も

人
間
を
「
戦
士
」
と
し
て
用
い
、
善
と
悪
の
永
遠
の
闘

い
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
健
康
、
仕
事
、
愛
情
と
い
っ

た
個
人
の
生
活
の
快
適
な
状
況
（
健
康
、
仕
事
、
愛
情

等
）
は
天
の
祝
福
で
あ
り
、
病
気
や
経
済
面
・
人
間
関

係
に
お
け
る
困
難
は
罪
の
結
果
と
さ
れ
る
。
罪
を
犯
す

と
い
う
こ
と
は
、
サ
タ
ン
に
仕
え
る
よ
う
に
悪
魔
た
ち

が
そ
の
身
を
占
拠
す
る
の
を
許
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
う

な
る
と
そ
の
人
は
次
第
に
不
正
な
ふ
る
ま
い
へ
と
駆

り
立
て
ら
れ
て
い
き
、
彼
の
み
な
ら
ず
彼
を
取
り
巻
く

人
々
を
も
破
滅
へ
と
導
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。 聖

書
に
従
い
、
彼
ら
は
家
族
を
中
心
的
か
つ
必
要
不

可
欠
な
制
度
と
し
て
重
視
す
る
。
家
族
は
性
別
と
年
齢

に
よ
る
役
割
分
担
と
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
よ
っ
て
統
治

さ
れ
る
べ
き
で
、
男
性
の
優
位
、
両
親
の
子
ど
も
に
対

す
る
全
面
的
権
威
、
家
長
の
権
威
が
尊
重
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
さ
ら
に
、
規
律
あ
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
生
活

ス
タ
イ
ル
を
守
る
べ
し
と
さ
れ
る
。
盗
み
、
嘘
、
暴
力

な
ど
は
禁
止
さ
れ
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
依
存
を
誘
発
す

る
も
の
の
摂
取
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
行
を
追
い
か
け

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
る
。 

【
熱
情
的
な
信
仰
の
あ
り
方
】 

 

日
常
生
活
に
お
い
て
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
厳
格
さ

と
節
制
が
強
要
さ
れ
る
が
、
儀
式
や
祈
祷
の
場
で
は
逆

に
恍
惚
状
態
に
至
る
ま
で
の
情
熱
的
な
全
面
的
関
与

が
奨
励
さ
れ
る
。
牧
師
は
通
常
信
者
と
同
じ
く
低
い
社

会
階
層
の
出
身
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
教
会
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
形
態
は
も
っ
ぱ
ら
オ
ー
ラ
ル
な
も
の

で
あ
る
。
口
語
的
な
語
り
口
で
実
際
に
あ
っ
た
話
や
信

仰
告
白
、
夢
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。
彼
は
場
の
雰
囲
気

を
活
気
づ
け
、
信
者
た
ち
に
一
体
感
や
熱
情
的
な
参
加

を
促
す
。 

彼
ら
の
信
仰
で
は
、
神
が
送
り
込
ん
だ
聖
霊
が
信
者

の
体
に
憑
依
し
て
悪
魔
を
祓
い
、
彼
ら
を
解
放
・
浄
化

す
る
。
病
気
癒
し
の
奇
跡
も
見
ら
れ
る
。
聖
霊
を
受
け

入
れ
る
と
彼
ら
は
ト
ラ
ン
ス
状
態
に
入
り
、
聖
霊
が
去

る
と
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持
ち
で
、
幸
福
感
に
満
た

さ
れ
る
。 

こ
う
し
た
恍
惚
状
態
は
ア
ラ
バ
ン
サ
（
歌
と
踊
り
に

よ
る
神
の
賛
美
）
や
集
団
祈
祷
の
最
中
に
到
来
す
る
。

礼
拝
堂
に
は
大
音
量
の
ア
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

ロ
ッ
ク
や
ル
サ
な
ど
現
代
音
楽
に
基
づ
く
キ
リ
ス
ト

教
音
楽
が
演
奏
さ
れ
る
。
信
者
た
ち
は
陶
酔
し
踊
り
乱

れ
る
。
集
団
祈
祷
は
そ
れ
ぞ
れ
の
信
者
が
即
興
で
、
大

声
で
、
目
を
閉
じ
、
腕
を
高
く
上
げ
て
行
う
自
発
的
な

祈
り
で
あ
る
。
神
と
の
直
接
対
話
の
間
、
礼
拝
堂
は
耳
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を
つ
ん
ざ
く
騒
音
で
溢
れ
か
え
る
。 

 

【
強
力
な
カ
リ
ス
マ
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
】 

 

信
者
た
ち
は
牧
師
が
神
と
特
権
的
な
関
係
を
持
ち
、

彼
の
介
入
に
よ
っ
て
の
み
神
が
自
分
た
ち
の
要
求
に

応
じ
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
牧
師

は
信
者
た
ち
か
ら
深
く
尊
敬
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
牧

師
の
指
示
に
従
い
忠
実
に
実
行
す
る
。
牧
師
は
ま
さ
に

独
裁
的
な
や
り
方
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
生
活
を
組

織
す
る
カ
ウ
デ
ィ
ー
ジ
ョ
で
あ
る
。
神
学
的
な
訓
練
は

十
分
で
は
な
い
が
、
表
現
力
豊
か
で
雄
弁
、
演
劇
的
な

説
教
で
信
者
た
ち
の
心
を
つ
か
む
。 

 

【
福
音
伝
道
の
使
命
】 

 

「
博
愛
主
義
的
な
思
い
や
り
」、「
終
末
論
的
動
機
」、

「
『
兵
站
学
的
』
か
つ
儀
礼
的
評
価
」
と
い
う
三
つ
の

理
由
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
無
宗
教
の
人
に
信
仰
を

勧
め
る
の
は
、
彼
ら
が
信
仰
に
よ
っ
て
自
分
の
問
題
が

解
決
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
他
の
人
々

に
も
同
じ
経
験
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
だ
。
ま
た
、
神
学
的
動
機
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
の
地
上

へ
の
再
来
に
備
え
て
で
き
る
だ
け
よ
り
多
く
の
人
々

を
改
宗
さ
せ
る
義
務
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

神
と
の
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に

す
る
と
い
う
目
的
に
も
促
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
聖
霊

は
多
く
の
人
々
が
一
斉
に
祈
り
を
捧
げ
る
場
所
に
優

先
的
に
訪
れ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

【
勧
誘
・
改
宗
】 

ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
の
教
会
は
新
し
い
信
者
を
取
り

込
む
た
め
の
よ
く
練
ら
れ
た
戦
略
を
持
つ
。 

 

〔
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
〕 

 

新
規
加
入
者
を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
が
身
綺
麗
な
姿
で
通
り
を
歩
き
回
り

家
々
の
扉
を
叩
き
、
病
院
や
刑
務
所
を
訪
ね
る
。
最
初

に
標
的
と
な
る
の
は
病
人
、
ア
ル
コ
ホ
リ
ッ
ク
、
麻
薬

中
毒
者
、
囚
人
、
極
め
て
不
幸
な
家
庭
環
境
に
あ
る
人

等
深
刻
な
問
題
を
抱
え
る
人
々
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
た

ち
は
地
区
内
の
民
家
で
宗
教
的
集
会
（
細
胞
）
を
行
う
。

人
々
を
迎
え
入
れ
、
彼
ら
の
抱
え
る
困
難
や
ニ
ー
ズ
を

聴
き
取
る
。
あ
か
ら
さ
ま
に
批
判
し
た
り
せ
ず
、
助
言

を
与
え
、
彼
ら
の
た
め
に
神
へ
の
祈
り
を
捧
げ
る
。
彼

ら
を
歓
迎
し
友
情
を
示
し
、
具
体
的
な
心
理
学
的
・
物

質
的
支
援
を
提
供
す
る
。  

〔
エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
〕 

 

引
き
寄
せ
ら
れ
た
人
々
を
改
宗
さ
せ
、
完
全
に
教
会

に
吸
収
す
る
た
め
の
効
果
的
な
装
置
が
「
エ
ン
ク
エ
ン

ト
ロ
（
神
と
の
出
会
い
）
」
で
あ
る
。
週
末
の
四
八
時

間
を
費
や
す
静
修
会
で
あ
り
、
毎
月
男
性
女
性
別
交
替

で
組
織
さ
れ
る
。
郊
外
の
ホ
テ
ル
で
宿
と
食
事
を
と
り

な
が
ら
「
プ
レ
ナ
リ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
講
演
に

朝
八
時
か
ら
夜
一
一
時
半
ま
で
参
加
し
、
最
後
に
「
解

放
の
儀
式
」
を
迎
え
る
。
エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
の
諸
活
動

は
教
化
を
効
率
的
に
行
い
、
参
加
者
た
ち
の
内
省
プ
ロ

セ
ス
と
自
尊
心
強
化
を
促
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。 

プ
レ
ナ
リ
ア
で
は
、
信
仰
告
白
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ

ー
、
社
会
劇
の
か
た
ち
で
罪
人
た
ち
の
不
幸
が
物
語
ら

れ
る
。
聖
書
で
は
っ
き
り
と
禁
止
さ
れ
て
い
る
多
く
の

振
る
舞
い
が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
場
に
い
る
人
々
は
こ
れ

ら
の
罪
の
主
人
公
た
ち
と
一
体
感
を
も
つ
。
プ
レ
ナ
リ

ア
で
提
示
さ
れ
る
物
語
（
争
い
、
虐
待
、
放
棄
に
よ
っ

て
継
続
的
な
深
い
苦
痛
を
与
え
ら
れ
た
数
々
の
人
生

譚
）
は
、
参
加
者
た
ち
が
忘
れ
よ
う
と
し
て
き
た
彼
ら

の
実
存
の
暗
い
側
面
に
つ
い
て
熟
考
を
迫
る
。 

プ
レ
ナ
リ
ア
に
お
い
て
、
牧
師
は
参
加
者
た
ち
に
自

分
は
罪
人
で
あ
り
ま
た
犠
牲
者
で
も
あ
る
と
感
じ
さ

せ
る
。
牧
師
は
彼
ら
が
罪
を
背
負
っ
て
お
り
、
彼
ら
自

身
が
自
分
や
家
族
に
降
り
か
か
る
多
く
の
呪
い
の
原

因
で
あ
る
と
認
め
さ
せ
る
。
同
じ
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
、
彼

ら
が
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
彼
ら
を

取
り
巻
く
人
々
、
彼
ら
の
家
族
の
罪
の
せ
い
で
あ
っ
た

こ
と
を
説
き
、
彼
ら
は
犠
牲
者
で
あ
っ
た
と
感
じ
さ
せ

る
。
人
生
を
変
え
、
罪
や
抑
圧
の
息
苦
し
い
感
覚
を
振
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り
払
う
た
め
に
は
、
罪
を
後
悔
し
、
他
者
の
罪
を
許
し
、

神
に
聖
霊
を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
懇
願
す
べ
き
で
あ

る
と
諭
す
。 

＊ 

筆
者
が
参
加
し
た
エ
ク
エ
ン
ト
ロ
で
は
、
こ
の
た
め

の
特
別
な
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

た
め
に
集
ま
っ
た
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
教
会
の
メ
ン
バ

ー
を
目
前
に
、
自
分
の
家
族
に
最
も
似
て
い
る
人
の
と

こ
ろ
へ
向
か
い
、
そ
の
人
を
抱
き
し
め
、
許
し
を
乞
い
、

或
い
は
自
分
た
ち
が
彼
ら
を
許
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
。
彼
女
た
ち
の
中
に
は
自
暴
自
棄
に
な
り
泣
き

だ
す
者
や
気
を
失
う
も
の
も
い
た
。 

＊ 

牧
師
は
、
神
は
愛
情
深
い
良
い
父
親
の
よ
う
に
あ
な

た
が
た
を
助
け
、
キ
リ
ス
ト
は
あ
な
た
が
た
の
た
め
に

そ
の
命
を
犠
牲
に
し
た
、
と
く
り
返
し
説
き
、
彼
ら
の

自
尊
心
を
高
め
よ
う
と
す
る
。
奉
仕
人
た
ち
は
彼
ら
を

温
か
く
迎
え
、
彼
ら
が
教
会
の
仲
間
た
ち
か
ら
愛
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
す
。
こ
う
し
た
充
足
感
は
は
じ
め
に

組
織
さ
れ
る
年
齢
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
も
引
き
起
こ

さ
れ
る
。
エ
ン
ク
エ
ン
ト
ロ
を
通
じ
て
グ
ル
ー
プ
で
さ

ま
ざ
ま
な
苦
し
い
瞬
間
や
感
動
的
な
瞬
間
を
共
有
し
、

数
日
の
間
に
私
た
ち
メ
ン
バ
ー
間
の
関
係
は
強
ま
っ

た
。
そ
う
し
た
友
情
関
係
は
そ
の
後
の
教
会
へ
の
集
団

加
入
に
有
利
に
働
く
。 

【
教
会
の
意
義
】 

ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
の
説
教
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
人
々

に
影
響
を
与
え
る
の
は
、
幅
広
い
社
会
階
層
の
人
々
が

感
じ
て
い
る
不
満
や
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
か
ら
で
あ
る
。

ペ
ン
テ
コ
ス
タ
リ
ズ
ム
は
急
速
な
近
代
化
、
そ
こ
か
ら

疎
外
さ
れ
た
層
の
方
向
感
覚
を
失
っ
た
当
惑
、
農
村
―

都
市
間
の
移
住
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
た
都
市
化
の
文

脈
で
普
及
し
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
連
帯
、
相
互

扶
助
、
共
同
体
的
凝
集
を
修
復
し
、
社
会
的
な
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
提
供
す
る
か
ら
で
あ
る
。
治
安
が
悪
く
、

各
世
帯
が
孤
立
し
て
暮
ら
す
町
の
周
辺
的
地
区
で
は
、

ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
の
教
会
が
社
会
化
お
よ
び
安
定
し

た
社
会
関
係
創
出
の
唯
一
の
機
会
な
の
で
あ
る
。 

改
宗
は
貧
困
者
た
ち
に
威
厳
を
与
え
、
そ
れ
は
彼
ら

に
と
っ
て
一
種
の
倫
理
的
救
済
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は

聖
霊
に
よ
っ
て
祝
福
さ
れ
解
放
さ
れ
た
共
同
体
に
入

る
こ
と
で
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
彼
ら
を
抑
圧
し

て
い
る
す
べ
て
の
判
断
基
準
を
消
去
・
攪
乱
す
る
。
替

わ
っ
て
「
神
の
恩
恵
は
す
べ
て
の
人
々
に
ア
ク
セ
ス
可

能
で
あ
る
」
と
い
う
唯
一
の
原
則
が
置
か
れ
る
。 

さ
ら
に
、
彼
ら
は
教
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
教
会
の

活
動
の
組
織
化
や
実
行
な
ど
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
あ
る
い
は
自
分
自
身
が
主
人
公
と
な
る
機
会
に
参

加
し
、
そ
こ
か
ら
大
き
な
満
足
感
を
得
て
い
る
。
特
に

女
性
は
家
庭
内
で
経
験
す
る
こ
と
の
な
い
役
割
を
教

会
で
果
た
す
こ
と
に
な
る
。 

ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
の
教
会
は
、
依
存
症
な
ど
問
題
を
抱

え
た
人
々
や
家
庭
や
街
角
で
暴
力
を
引
き
起
こ
す
輩

の
回
復
に
取
り
組
む
こ
と
で
社
会
に
重
要
な
奉
仕
を

行
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
周
辺
的
地
区
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
血
管
網
的
あ
り
方
ゆ
え
に
、
政
府
や
い
か

な
る
世
俗
的
組
織
も
達
し
え
な
い
人
々
の
と
こ
ろ
ま

で
到
達
し
て
お
り
、
今
や
中
米
に
お
け
る
社
会
的
救
済

の
主
要
な
ア
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。 

 

【
社
会
運
動
？
市
民
社
会
？
】 

〔
新
し
い
社
会
運
動
？
〕 

 

い
く
人
か
の
著
作
者
た
ち
は
、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
の

教
会
が
社
会
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ

こ
と
を
確
言
し
て
い
る
。
好
ま
し
く
な
い
社
会
状
況
に

あ
る
人
々
が
教
会
に
集
め
ら
れ
、
そ
う
し
た
層
に
政
治

的
代
表
性
を
提
供
し
う
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な

リ
ア
リ
テ
ィ
が
生
み
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し

た
観
点
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
教
会
の
存
在
お
よ
び

普
及
は
政
治
的
協
議
の
民
主
的
判
断
に
不
可
欠
な
第

三
セ
ク
タ
ー
の
多
様
性
・
複
雑
性
を
も
た
ら
す
と
思
わ

れ
る
。
カ
ン
ポ
ス
は
、
こ
う
し
た
教
会
は
貧
困
者
た
ち

に
「
力
」
と
「
社
会
の
中
に
お
け
る
役
割
」
を
与
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
創
造
す
る
と
し
、
市
民
社
会
へ
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
貢
献
を
認
め
る
。
ア
ル
バ
レ
ス
は
さ
ら
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に
、
こ
の
宗
教
的
潮
流
は
民
主
主
義
の
助
変
数
を
規
定

す
る
新
し
い
社
会
運
動
の
一
つ
と
見
な
し
う
る
と
言

う
。 し

か
し
な
が
ら
、
教
会
の
行
動
の
目
的
は
あ
く
ま
で

自
分
た
ち
の
宗
教
的
共
同
体
の
発
展
と
メ
ン
バ
ー
の

社
会
的
成
功
で
あ
る
。
彼
ら
の
意
識
が
地
区
の
他
の
住

民
た
ち
の
問
題
や
よ
り
広
範
な
レ
ベ
ル
に
お
け
る
貧

困
問
題
の
解
決
へ
と
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
Ｄ
・

マ
ー
テ
ィ
ン
が
言
う
よ
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
違

っ
て
、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
の
人
々
は
「
個
人
主
義
的
」

パ
タ
ー
ン
に
沿
っ
て
行
動
し
て
い
る
。
そ
れ
は
自
立
的

な
個
人
の
味
方
を
す
る
も
の
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
の

味
方
を
す
る
も
の
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
セ
ク
ト
の
特

徴
を
と
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

 

〔
市
民
社
会
の
一
表
現
と
し
て
〕 

 

ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
の
教
会
は
、
「
排
他
的
な
」
ア
ソ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
の
に
加
え
、
政
治
協
議
の
決
定

に
積
極
的
に
関
与
を
し
な
い
市
民
社
会
の
一
表
現
で

も
あ
る
。
公
的
な
利
害
問
題
へ
の
無
関
心
は
宗
教
的
な

配
慮
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
不
正
、

不
平
等
、
力
の
悪
用
は
個
人
的
な
罪
あ
る
い
は
神
の
呪

い
の
結
果
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
こ
う
し
た
社
会
問

題
を
解
決
す
る
の
に
組
織
化
す
る
意
味
は
な
く
な
る
。 

 
 

唯
一
で
き
る
こ
と
は
神
の
直
接
介
入
に
よ
り
問
題

が
解
決
さ
れ
る
よ
う
神
に
祈
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
数
に
到
達
し
た
ペ
ン

テ
コ
ス
テ
派
が
選
挙
に
お
い
て
重
要
性
を
持
た
ず
、
何

ら
か
の
公
的
政
策
（
中
絶
問
題
な
ど
）
に
お
い
て
考
慮

さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は

こ
れ
ら
の
教
会
が
政
治
的
空
間
に
野
心
が
な
く
、
信
者

の
政
治
参
加
の
意
欲
を
削
ぐ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現

実
に
つ
い
て
の
宿
命
論
的
解
釈
を
促
進
し
、
消
極
的
で

批
判
精
神
の
な
い
市
民
を
生
み
出
す
。
ペ
ン
テ
コ
ス
テ

派
の
教
会
は
大
き
な
民
衆
動
員
を
生
み
出
す
組
織
で

は
あ
る
が
、
社
会
の
変
化
や
議
論
に
は
貢
献
し
な
い
。 

 

〔
金
の
問
題
〕 

教
会
が
貧
困
者
た
ち
を
よ
り
効
果
的
な
経
済
管
理

へ
と
導
い
て
い
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
男
性
た
ち
に

ア
ル
コ
ー
ル
や
煙
草
を
断
念
さ
せ
、
稼
ぎ
の
大
半
を
自

分
の
た
め
だ
け
に
使
う
マ
チ
ズ
モ
的
価
値
観
が
疑
問

が
付
さ
れ
れ
ば
、
結
果
と
し
て
女
性
や
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
利
用
が
顕
著
に
増
加
す
る
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
誰
が
そ
の
財
の
管
理
の

恩
恵
に
浴
し
て
い
る
の
か
。
こ
こ
で
は
「
一
〇
分
の
一

税
を
支
払
う
（
収
入
の
一
〇
％
を
牧
師
に
渡
す
）
」
義

務
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
信
者
に

と
っ
て
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
義
務
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
行
為
に
よ
っ
て
の
み
経
済
的
天
恵
を
期

待
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。 

ま
た
礼
拝
時
以
外
に
も
信
者
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
に
お
い
て
献
金
を
行
う
。
例
え
ば
エ
ン
ク
エ
ン
ト

ロ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
参
加
す
る
に
は
三
〇
ド
ル
（
国

民
の
四
八
％
に
と
っ
て
の
一
ヶ
月
の
収
入
に
相
当
）
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
付
き
添
い
の
奉
仕
人
た
ち

も
二
五
ド
ル
を
支
払
い
、
そ
の
上
一
日
平
均
一
八
時
間

働
く
。
さ
ら
に
、「
牧
師
家
族
の
パ
ー
テ
ィ
」
の
折
に
、

信
者
た
ち
は
牧
師
に
贈
り
物
を
す
る
。
筆
者
が
調
査
し

た
教
会
の
Ｄ
牧
師
は
二
〇
〇
八
年
に
は
ジ
ー
プ
を
、
〇

九
年
は
コ
ス
タ
リ
カ
へ
の
三
週
間
の
家
族
旅
行
を
受

け
取
っ
た
。 

牧
師
た
ち
は
信
者
た
ち
か
ら
の
献
金
で
得
て
い
る

金
を
教
会
の
公
益
事
業
に
投
入
せ
ず
に
自
分
た
ち
の

た
め
に
排
他
的
に
保
管
し
て
い
る
。
献
金
の
使
命
は
聖

書
に
記
さ
れ
る
神
意
へ
の
応
答
で
あ
り
信
者
た
ち
に

と
っ
て
議
論
の
余
地
は
な
い
。
牧
師
が
裕
福
に
な
る
の

は
、
そ
う
し
た
至
高
の
神
意
の
結
果
で
あ
り
、
神
に
よ

る
大
き
な
祝
福
を
説
明
す
る
も
の
だ
か
ら
だ
。
た
だ
明

ら
か
で
あ
る
の
は
、
こ
の
宗
教
の
普
及
は
こ
れ
ら
の
教

団
の
精
神
的
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
経
済
的
に
大
変
有
利

に
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

（
出
典
）revista Envío 

(http://envio.org.ni/articulo/4179) 

（
抄
訳
＝
武
田
由
紀
子
） 
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グ
ア
テ
マ
ラ
・
ア
ガ
タ
台
風
に
よ
る
被
害
状
況 

 
グ
ア
テ
マ
ラ
で
は
五
月
十
五
日
頃
に
そ
の
年
初
め

て
の
雨
が
降
る
と
言
わ
れ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
植
え
付
け

時
期
の
一
つ
の
目
安
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
約
半

年
の
雨
季
と
な
り
、
そ
の
後
半
に
は
台
風
も
多
い
。
一

九
九
八
年
十
一
月
の
ミ
ッ
チ
台
風
や
二
〇
〇
五
年
十

月
の
ス
タ
ン
台
風
の
よ
う
に
、
数
年
お
き
に
は
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
す
台
風
に
も
見
舞
わ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
今
年
は
雨
季
に
入
っ
て
間
も
な
い
五
月
末
、

ア
ガ
タ
台
風
に
よ
り
西
部
か
ら
南
部
、
東
部
に
か
け
た

広
い
地
域
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
一
六
五
人
の
死
者
、

十
万
人
以
上
の
被
災
者
を
出
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
レ
コ

ム
が
協
力
関
係
を
築
い
て
き
た
い
く
つ
か
の
組
織
か

ら
聞
い
た
被
害
状
況
と
被
災
者
へ
の
支
援
活
動
、
現
地

で
視
察
し
た
様
子
を
報
告
す
る
。 

 

【
希
望
を
は
ぐ
く
む
女
性
た
ち
協
会
】 

周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
た
キ
チ
ェ
県
サ
カ
プ
ラ
ス
で

は
、
灌
漑
を
利
用
し
て
年
に
二
度
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
収

穫
で
き
る
ネ
グ
ロ
川
両
岸
の
平
地
は
重
要
な
耕
作
地

で
、
換
金
作
物
の
様
々
な
野
菜
も
作
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
ア
ガ
タ
台
風
に
よ
り
川
が
大
規
模
に
氾
濫
し
、
ほ

ぼ
全
域
で
両
岸
の
作
物
の
み
な
ら
ず
畑
の
表
土
が
流

さ
れ
て
、
後
に
は
砂
が
蓄
積
し
、
場
所
に
よ
っ
て
は
大

小
の
た
く
さ
ん
の
石
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
橋
が
崩

壊
し
、
住
居
が
失
わ
れ
、
川
に
流
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た

方
も
あ
る
。 

こ
の
地
域
の
十
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
グ
ル
ー
プ

を
持
つ
「
希
望
」
協
会
は
、
災
害
直
後
か
ら
各
グ
ル
ー

プ
と
連
絡
を
取
っ
て
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
た
。
五

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
四
十
人
が
畑
を
失
い
、
二
人
が
住
居

を
失
っ
て
い
た
。 

六
月
十
四
日
、「
希
望
」
協
会
の
運
営
委
員
た
ち
の

同
行
を
得
て
、
被
災
し
た
メ
ン
バ
ー
の
女
性
た
ち
を
訪

問
し
た
。
こ
の
日
同
行
し
て
く
れ
た
運
営
委
員
の
カ
タ

リ
ー
ナ
さ
ん
は
、
自
分
の
畑
を
持
た
な
い
の
で
、
こ
の

ネ
グ
ロ
川
岸
に
約
三
六
〇
〇
㎡
の
畑
を
年
間
二
二
五

ド
ル
で
借
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
野
菜
を
耕
作
し
て
六

人
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
き
た
。
十
代
半
ば
の
長
男

と
次
男
も
学
校
の
合
間
に
は
畑
仕
事
を
手
伝
い
、
カ
タ

リ
ー
ナ
さ
ん
が
収
穫
物
を
サ
カ
プ
ラ
ス
や
キ
チ
ェ
の

市
場
で
売
る
こ
と
で
一
家
の
唯
一
の
収
入
を
得
て
い

た
。
今
年
二
月
に
植
え
つ
け
八
月
に
は
収
穫
す
る
は
ず

だ
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
全
て
失
い
、
灌
漑
用
ホ
ー
ス

や
鍬
他
の
農
具
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
借
地
料
は
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
表
土
を
流
さ

れ
た
畑
地
は
、
膨
大

な
労
力
と
時
間
を
か

け
て
整
え
な
け
れ
ば

再
び
畑
と
し
て
利
用

で
き
な
い
。
少
な
く

と
も
数
年
間
は
回
復

不
可
能
と
見
ら
れ
る

土
地
も
多
く
、
一
帯

が
被
害
を
受
け
て
い

る
の
で
、
他
の
借
地

を
見
つ
け
る
こ
と
も

容
易
で
は
な
い
。
〈
写
真
１
〉 

次
に
ネ
グ
ロ
川
対
岸
の
ロ
サ
さ
ん
の
家
を
訪
ね
た
。

ロ
サ
さ
ん
は
以
前
は
コ
ナ
ビ
グ
ア
に
も
参
加
し
、
そ
の

後
こ
の
村
で
「
希
望
」
協
会
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
上
げ

た
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
が
、
去
る
五
月
八
日
に
急
な
病
気

の
た
め
他
界
さ
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
お
母
さ
ん
と
妹

さ
ん
、
近
く
に
住
む
二
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
話
を
聞
い

た
。
〈
写
真
２
〉 

＊ 

ロ
サ
さ
ん
は
四

人
の
子
ど
も
た
ち

と
と
も
に
お
母
さ

ん
や
妹
さ
ん
と
暮

ら
し
て
い
た
。
お
母

さ
ん
に
も
グ
ル
ー

プ
へ
の
参
加
を
勧

め
、
二
人
の
マ
イ
ク

ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
資

金
を
合
わ
せ
て
買

っ
た
家
畜
を
増
や
し
、
そ
れ
を
売
っ
て
川
岸
に
小
さ
な

土
地
を
購
入
し
て
畑
を
拡
張
、
野
菜
や
果
物
の
ほ
か
新

し
い
花
の
種
を
購
入
し
て
植
え
る
な
ど
、
い
つ
も
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
、
重
労
働
も
自
分
で
こ
な
し
て
き
た
。

一
家
に
と
っ
て
は
大
黒
柱
、
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
エ

ン
ジ
ン
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
と
言
え
る
。
ロ
サ
さ
ん

を
失
っ
た
悲
し
み
に
沈
む
中
、
次
に
は
台
風
に
よ
り
畑

の
作
物
の
ほ
と
ん
ど
を
失
い
、
新
し
く
購
入
し
た
畑
は

川
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
今
後
は
お
母
さ
ん
と
妹
さ
ん

の
二
人
で
ロ
サ
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〈
写
真
３
〉 

＊ 
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他
の
二
人
の
メ
ン

バ
ー
も
川
岸
の
畑
を

失
っ
て
い
た
。
こ
の

少
し
上
流
で
十
軒
の

家
や
農
民
組
合
の
灌

漑
設
備
が
川
に
流
さ

れ
た
隣
村
に
は
、
民

間
団
体
か
ら
援
助
物

資
が
届
け
ら
れ
て
い

た
の
で
、
彼
女
た
ち

も
支
援
を
要
請
し
に

行
っ
た
が
、
「
支
援
対
象
は
こ
の
村
の
み
」
と
の
理
由

で
取
り
合
わ
れ
な
か
っ
た
と
言
う
。
そ
の
一
人
、
イ
サ

ベ
ル
さ
ん
が
「
夫
の
母
親
が
放
置
し
て
い
る
土
地
を
借

り
て
畑
に
し
よ
う
と
思
う
」
と
話
す
様
子
に
は
、
自
分

の
力
で
困
難
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
意
思
と
自

信
が
感
じ
ら
れ
た
。 

 

〈
写
真
４
〉 

＊ 

「
希
望
」
協
会
で

は
ま
ず
こ
う
し
た
被

災
者
の
一
部
に
対
し
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
中

心
と
し
た
小
規
模
な

食
糧
支
援
を
行
っ
た
。

し
か
し
何
ヶ
月
も
の

間
食
糧
を
支
援
し
続

け
る
こ
と
も
で
き
な

い
の
は
明
ら
か
で
あ

り
、
女
性
た
ち
が
そ
の
後
の
生
活
を
立
て
直
せ
る
よ
う
、

鶏
や
豚
な
ど
小
家
畜
を
飼
育
す
る
た
め
の
小
規
模
生

産
支
援
を
始
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 

【
コ
ナ
ビ
グ
ア
（
連
れ
あ
い
を
奪
わ
れ
た
女
性
た

ち
の
会
）】 

と
り
わ
け
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
被
災
し
た
の
が
チ

マ
ル
テ
ナ
ン
ゴ
県
で
、
四
六
五
人
の
女
性
た
ち
が
畑
や

住
居
へ
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。
〈
写
真
５
〉 

二
〇
〇
六
年
に

日
本
で
ス
ピ
ー
キ

ン
グ
ツ
ア
ー
を
行

っ
た
ア
ナ
・
ペ
レ

ス
さ
ん
の
住
む
サ

ン
・
ホ
セ
・
ポ
ア

キ
ル
市
で
は
、
八

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

八
十
四
人
の
メ
ン

バ
ー
が
畑
を
失
い
、

内
十
七
人
は
家
も

失
っ
て
し
ま
っ
た
。 

＊ 

ポ
ア
キ
ル
は
中
央
高
地
の
山
間
に
あ
り
、
大
き
な
モ

タ
グ
ア
川
と
数
本
の
小
さ
な
川
を
持
つ
。
大
規
模
な
土

砂
崩
れ
が
何
箇
所
も
起
き
、
小
さ
な
川
ま
で
が
氾
濫
し
、

主
に
自
給
用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
他
、
野
菜
や
コ
ー
ヒ
ー
、

果
樹
な
ど
が
流
さ
れ
た
り
土
砂
に
埋
ま
っ
た
。
台
風
が

去
っ
た
後
も
何
度
も
強
い
雨
が
降
る
度
に
新
た
な
土

砂
崩
れ
が
起
き
て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度
整
備
す
れ
ば

再
び
植
え
ら
れ
そ
う
な
畑
で
も
、
危
険
が
高
く
植
え
直

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
土
砂
崩
れ
に
よ
っ
て
家

が
損
失
を
受
け
た
所
は
、
地
盤
も
ゆ
る
く
同
じ
場
所
に

は
建
て
直
せ
な
い
場
合
が
多
く
、
家
と
同
時
に
住
居
用

の
土
地
ま
で
も
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
着
の
身
着
の
ま

ま
で
避
難
し
、
食
糧
、
衣
服
、
農
具
、
台
所
用
具
な
ど

全
て
を
失
っ
た
家
族
も
あ
る
。
一
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
は
避
難
所
も
設
け
ら
れ
た
が
、
食
糧
援
助
さ
え
ほ
と

ん
ど
届
か
な
い
た
め
、
大
多
数
の
家
族
は
親
類
の
家
に

身
を
寄
せ
て
い
る
。 

土
砂
崩
れ
で
道
路
が
何
箇
所
も
寸
断
さ
れ
、
外
か
ら

の
野
菜
や
食
料
品
の
供
給
が
途
絶
え
た
こ
と
で
物
価

が
高
騰
、
穀
物
は
二
倍
近
く
、
野
菜
や
砂
糖
な
ど
は
三

～
四
倍
も
値
上
が
り
し
、
被
災
者
を
さ
ら
に
困
難
な
状

況
に
追
い
や
っ
て
い
る
。 

＊ 

現
職
市
長
は
、
女
性
の
問
題
解
決
や
市
政
の
透
明
性

な
ど
を
約
束
し
、
コ
ナ
ビ
グ
ア
の
女
性
た
ち
の
支
持
も

受
け
て
当
選
し
た
が
、
就
任
後
は
態
度
を
変
え
て
き
て

い
た
。
「
彼
も
結
局
あ
り
き
た
り
の
政
治
屋
に
成
り
下

が
っ
た
。
政
府
か
ら
ト
タ
ン
板
や
食
糧
の
援
助
が
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
届
く
と
、
自
分
の
政
党
の
党
員
や
被
害
と

無
関
係
の
町
の
住
民
に
配
っ
て
し
ま
っ
た
。
」
と
ア
ナ

さ
ん
は
嘆
い
て
い
る
。 

＊ 

南
部
海
岸
地
帯
で
は
、
四
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
コ
ナ
ビ

グ
ア
の
女
性
た
ち
の
一
八
四
人
が
畑
を
、
内
四
十
人
は

家
畜
も
失
い
、
家
が
浸
水
し
て
避
難
所
で
生
活
す
る
女

性
も
あ
る
。
年
間
を
通
し
て
気
温
も
高
く
平
地
な
の
で

農
耕
に
適
し
た
土
地
と
言
え
る
が
、
豪
雨
が
あ
れ
ば
一

面
浸
水
し
て
し
ま
う
。
も
と
も
と
中
央
高
地
か
ら
農
園

労
働
な
ど
の
仕
事
を
求
め
て
移
住
し
て
き
た
家
系
が
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多
く
、
畑
を
所
有
し
て
い
な
い
の
で
、
借
地
で
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
野
菜
を
作
っ
て
き
た
。
年
に
二
回
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
収
穫
で
き
、
大
方
は
一
回
目
の
収
穫
を
売
っ
て

借
地
料
を
払
い
、
二
回
目
の
収
穫
を
自
給
用
に
す
る
。 

ア
ガ
タ
台
風
に
よ
り
、
広
い
範
囲
で
作
物
や
家
畜
、

住
居
が
被
害
を
受
け
、
さ
ら
に
そ
の
後
次
々
と
二
つ
の

台
風
や
低
気
圧
に
見
舞
わ
れ
た
。
ア
ガ
タ
台
風
で
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
失
っ
た
農
民
の
多
く
は
、
天
気
の
回
復
を

待
っ
て
再
度
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
植
え
た
が
、
次
の
台
風

で
こ
れ
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
度
に
渡
っ
て
植
え
た

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
完
全
に
失
い
、
新
た
に
種
子
や
肥
料

な
ど
に
投
入
す
る
資
金
も
尽
き
て
い
る
。
地
域
一
帯
が

被
害
を
受
け
て
い
る
の
で
日
雇
い
の
畑
仕
事
の
口
も

な
い
。
道
路
や
橋
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
損
失
も
大
き
く
、

物
価
も
高
騰
し
て
い
る
。
ま
た
水
の
問
題
も
深
刻
で
あ

る
。
浸
水
に
よ
り
上
下
水
設
備
も
機
能
し
な
く
な
り
、

汚
染
さ
れ
た
水
を
危
険
だ
と
知
り
な
が
ら
使
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
特
に
子
ど
も
た
ち
の
間
で
は
、
高
熱
や
吐

き
気
、
下
痢
な
ど
の
問
題
も
多
く
見
ら
れ
て
い
る
。 

＊ 

地
域
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
マ
リ
ア
さ
ん
は
、
「
援
助
は

村
に
は
届
か
ず
、
女
性
た
ち
は
手
持
ち
の
食
糧
を
何
と

か
長
持
ち
さ
せ
よ
う
と
、
一
日
に
食
べ
る
量
を
減
ら
し

て
い
る
よ
う
な
状
態
。
や
っ
と
市
長
が
援
助
物
資
を
持

っ
て
来
た
と
思
っ
た
ら
、
カ
メ
ラ
マ
ン
に
写
真
を
撮
ら

せ
な
が
ら
、
『
来
年
の
選
挙
で
も
私
に
投
票
す
る
よ
う

に
！
』
と
叫
び
な
が
ら
物
資
を
配
っ
て
い
っ
た
の
よ
。
」

と
、
怒
り
、
呆
れ
て
い
た
。 

そ
の
他
、
キ
チ
ェ
県
、
ソ
ロ
ラ
県
、
ウ
エ
ウ
エ
テ
ナ

ン
ゴ
県
な
ど
で
も
、
多
く
の
女
性
た
ち
が
畑
や
家
を
失

っ
た
。
通
常
で
も
収
穫
期
前
の
数
ヶ
月
は
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
さ
え
不
足
す
る
家
庭
が
多
い
が
、
今
、
生
活
の
糧
を

得
る
た
め
の
畑
と
今
年
の
収
穫
を
失
い
、
不
安
や
危
機

感
を
抱
え
て
い
る
。 

コ
ナ
ビ
グ
ア
で
は
被
災
者
の
数
が
比
較
的
小
さ
い

地
域
か
ら
食
糧
支
援
を
始
め
た
が
、
資
金
は
全
く
不
足

し
て
い
る
。
「
食
糧
が
当
面
の
優
先
で
、
数
週
間
分
に

し
か
相
当
し
な
く
と

も
、
で
き
る
支
援
か

ら
始
め
る
し
か
な
い
。

連
帯
を
示
す
こ
と
も

重
要
。
中
長
期
的
に

は
、
家
庭
菜
園
か
ら

政
治
参
加
ま
で
、

様
々
な
面
か
ら
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
」

と
、
代
表
の
ロ
サ
リ

ー
ナ
さ
ん
は
話
し
て

い
る
。〈
写
真
６
・
７
〉 

 

【
コ
ニ
ッ
ク
（
先
住

民
族
農
民
全
国
調

整
会
）】 

南
部
海
岸
地
帯
や

ウ
エ
ウ
エ
テ
ナ
ン
ゴ
、

ソ
ロ
ラ
、
キ
チ
ェ
、
チ

マ
ル
テ
ナ
ン
ゴ
な
ど

の
県
で
、
約
五
千
八
百

名
の
メ
ン
バ
ー
が
あ

る
九
十
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
、
作
物
や
畑
地
、
家
畜
、
住
居
へ
の
被
害
を
受
け

て
い
る
と
言
う
。
ま
た
チ
マ
ル
テ
ナ
ン
ゴ
県
サ
ン･

ホ

セ･

ポ
ア
キ
ル
市
で
は
、
十
一
名
が
土
砂
崩
れ
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。 

コ
ニ
ッ
ク
は
、
ミ
ッ
チ
及
び
ス
タ
ン
台
風
後
の
緊
急

及
び
復
興
支
援
で
精
力
的
に
活
動
し
た
経
験
を
生
か

し
、
ア
ガ
タ
台
風
に
よ
る
被
害
が
見
ら
れ
始
め
る
と
素

早
く
動
き
を
始
め
た
。
各
地
域
の
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
を
通

し
て
被
害
の
情
報
を
集
め
、
首
都
事
務
所
と
被
災
地
六

箇
所
に
支
援
物
資
集
積
所
を
設
置
、
周
囲
へ
の
協
力
を

要
請
し
た
。
得
ら
れ
た
支
援
と
自
己
資
金
を
あ
わ
せ
、

小
規
模
な
が
ら
食
糧
や
飲
料
水
を
届
け
始
め
た
。 

自
治
体
や
政
府
機
関
、
市
民
組
織
の
間
で
、
地
域
レ

ベ
ル
の
支
援
調
整
に
取
り
組
む
方
針
も
取
っ
て
い
る

が
、
困
難
が
多
い
。
二
〇
〇
五
年
の
ス
タ
ン
台
風
後
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ･

ア
テ
ィ
ト
ラ

ン
で
は
、
自
治
体
と
住
民
組
織
の
連
携
で
援
助
調
整
の

窓
口
を
設
置
し
、
コ
ニ
ッ
ク
も
こ
れ
に
積
極
的
に
協
力

し
て
い
た
が
、
政
府
の
復
興
モ
デ
ル
地
域
に
指
定
さ
れ
、

様
々
な
国
際
機
関
や
大
小N

G
O

の
協
力
も
入
り
、
誰

に
も
全
容
が
把
握
で
き
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
も
う
す

ぐ
五
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
今
も
、
約
六
十
家
族

が
避
難
所
で
生
活
し
て
い
る
。 

代
表
の
ペ
ド
ロ
さ
ん
は
「
収
穫
の
な
い
収
穫
期
を
迎
え

る
こ
と
は
食
糧
が
尽
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は

被
災
者
の
み
の
問
題
で
は
な
い
。
」
と
言
う
。
こ
れ
ほ

ど
の
大
規
模
な
被
害
は
個
人
や
市
民
組
織
が
解
決
で

き
る
問
題
で
は
な
く
、
政
府
の
義
務
で
あ
る
と
し
て
、

生
産
活
動
や
道
路･

住
居
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
支
援

を
政
府
機
関
に
要
請
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。 
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さる 6 月 12 日、レコム総会終了後、参加者全員でハリケーン

緊急支援について話し合い、レコムとして 2000 ドルを「希望」

協会に寄付することを決定し、一般会計よりグアテマラに送金し

ました。また、緊急支援の募金も始めました。寄付はハリケーン

被災者の生活立て直しにあてられます。皆さんのご協力をお願い

いたします。 

【
被
災
者
へ
の
支
援
】 

「
支
援
は
政
治
的
利
益
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
の

み
。
」「
甚
大
な
被
害
が
な
け
れ
ば
被
災
地
と
し
て
認
識

さ
れ
ず
、
目
に
付
き
に
く
い
被
災
者
は
考
慮
さ
れ
な

い
。
」
こ
う
し
た
不
満
は
ど
こ
で
も
聞
か
れ
、
怒
り
と

同
時
に
「
行
政
に
支
援
を
要
請
し
て
も
ム
ダ
」
と
い
う

諦
め
も
見
え
る
。
し
か
し
、
行
政
を
監
視
し
、
不
正
が

あ
れ
ば
告
発
し
、
正
し
く
機
能
す
る
よ
う
要
求
し
続
け

る
こ
と
を
放
棄
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。 

「
緊
急
時
に
ま
ず
助
け
て
く
れ
る
の
は
貧
し
く
と

も
連
帯
意
識
を
持
つ
周
辺
の
住
民
」
と
い
う
言
葉
も
よ

く
聞
か
れ
た
。「
自
分
は
無
事
だ
っ
た
か
ら
」「
自
分
も

畑
を
失
く
し
た
け
れ
ど
当
面
食
べ
る
分
は
あ
る
か
ら
」

と
食
糧
を
提
供
す
る
、
埋
ま
っ
た
家
の
土
砂
の
撤
去
に

協
力
し
た
り
食
事
を
差
し
入
れ
る
、
家
が
損
失
を
受
け

た
家
族
に
部
屋
を
提
供
す
る
な
ど
、
物
理
的
に
も
精
神

的
に
も
被
災
者
の
支
え
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。 「

私
た
ち
の
こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
る
の
は
組
織

だ
け
」
と
、
参
加
し
て
い
る
市
民
組
織
を
通
し
て
支
援

を
受
け
る
被
災
者
が
言
う
の
も
聞
い
た
。
組
織
に
入
っ

て
い
る
か
い
な
い
か
に
よ
っ
て
緊
急
支
援
を
受
け
ら

れ
る
か
ど
う
か
が
決
ま
る
の
も
お
か
し
い
は
ず
だ
が
、

緊
急
支
援
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
い
市
民
組
織
は
、

メ
ン
バ
ー
が
被
災
し
た
か
ら
支
援
に
動
き
出
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
被
災
地
全
体
を
支
援
す
る
よ
う
な
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
を
持
つ
わ
け
も
な
い
。
関
係
性
を
築
い
て
き

た
協
力
団
体
な
ど
に
要
請
し
て
得
ら
れ
る
義
捐
金
で
、

対
象
が
限
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
被
災
者
の
手
に
こ
れ
を
届
け
て
い
る
こ
と
は

確
実
と
言
え
る
。 

「
希
望
」
協
会
、
コ
ナ
ビ
グ
ア
、
コ
ニ
ッ
ク
と
も
、

被
災
者
へ
の
支
援
を
続
け
て
い
く
計
画
で
あ
る
が
、
資

金
は
全
く
不
足
し
て
い
る
。
全
体
で
必
要
な
金
額
は
膨

大
に
な
る
が
、
小
額
の
義
捐
金
で
も
一
人
一
人
の
被
災

者
に
と
っ
て
は
重
要
な
支
援
と
な
る
。
ど
の
組
織
で
も
、

少
し
で
も
多
く
の
方
々
か
ら
の
協
力
を
い
た
だ
け
る

よ
う
切
実
に
願
っ
て
い
る
。 

 

～
写
真
説
明
～ 

１
． 

カ
タ
リ
ー
ナ
さ
ん
（
左
）：
八
月
に
は
収
穫
で
き

る
は
ず
だ
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
は
跡
形
も
な

い
。 

２
． 

ロ
サ
さ
ん
宅
：
右
か
ら
、
ロ
サ
さ
ん
の
妹
、
イ

サ
ベ
ル
さ
ん
、
ロ
サ
さ
ん
の
母
、
も
う
一
人
の

メ
ン
バ
ー
。 

３
． 
「
姉
と
母
の
畑
も
川
と
化
し
て
し
ま
っ
た
」
と

話
す
ロ
サ
さ
ん
の
妹
。 

４
． 

自
宅
の
庭
に
立
つ
イ
サ
ベ
ル
さ
ん
と
子
ど
も
た

ち
：
以
前
は
夫
の
親
と
同
居
し
て
い
た
が
、「
希

望
」
協
会
の
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
活
動
に
参

加
し
始
め
て
か
ら
、
家
を
建
て
て
独
立
し
た
。 

５
． 

チ
マ
ル
テ
ナ
ン
ゴ
県
サ
ン･

マ
ル
テ
ィ
ン･

ヒ
ロ

テ
ペ
ケ
市
の
コ
ナ
ビ
グ
ア
・
メ
ン
バ
ー
、
ラ
モ

ナ
さ
ん
：
三
十
五
年
前
か
ら
少
し
ず
つ
土
地
を

買
い
足
し
な
が
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
野
菜
を
作

っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
き
た
が
、
全
て
の

畑
が
川
に
流
さ
れ
た
。 

６
．
チ
マ
ル
テ
ナ
ン
ゴ
県
コ
マ
ラ
パ
市
：
畑
を
失
っ
た 

女
性
た
ち
に
分
け
る
食
糧
を
慎
重
に
等
分
す
る

コ
ナ
ビ
グ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
。 

７
．
同
：
支
援
の
受
領
サ
イ
ン
を
す
る
被
災
者
の
女
性

た
ち
。 

     

郵便振替口座名：「グァテマラ基金」 

口座番号：００１００-６-６６４４２７ 

通信欄に「ハリケーン支援」とご記入ください。 
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ア
ン
デ
ス
の
民
話
シ
リ
ー
ズ 

今
回
か
ら
新
し
い
シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
り
ま
す
。
ボ

リ
ビ
ア
便
り
を
書
い
て
く
れ
た
藤
田
護
さ
ん
が
紹

介
し
て
く
れ
た
（
ソ
ン
リ
サ
１
２
４
号
と
１
２
５

号
）
ボ
リ
ビ
ア
在
住
の
栗
原
重
太
さ
ん
に
よ
る
ア
ン

デ
ス
の
民
話
の
翻
訳
で
す
。 

 

【
キ
ツ
ネ
が
天
の
国
へ
行
く
】 

聖
霊
の
お
祭
り
の
日
に
は
、
鳥
た
ち
は
天
の
国
へ
行
く
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
天
の
国
に
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
作
物
が
実
り
ま
す
。

娘
た
ち
は
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
キ
ツ
ネ
は
そ
ん
な
話
を
聞
い
て
、

天
の
国
へ
行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
コ
ン
ド
ル
に
た
の

み
ま
し
た
。 

「
コ
ン
ド
ル
さ
ん
、
天
の
国
へ
連
れ
て
行
っ
て
下
さ
い
な
。」 

「
よ
か
ろ
う
、
背
中
に
乗
り
な
さ
い
。
連
れ
て
行
っ
て
や
ろ
う
。」 

コ
ン
ド
ル
は
、
聖
霊
の
日
に
キ
ツ
ネ
を
連
れ
て
天
の
国
へ
行
き
ま
し
た
。 

＊ 

お
祭
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
み
ん
な
踊
っ
た
り
、
飲
ん
だ
り
、

食
べ
た
り
し
ま
し
た
。
特
に
キ
ツ
ネ
は
、
あ
ら
ゆ
る
ご
ち
そ
う
を
お

腹
一
杯
食
べ
ま
し
た
。 

そ
の
う
ち
に
真
夜
中
に
な
り
ま
し
た
。 

「
も
う
帰
る
時
間
だ
よ
。」 

コ
ン
ド
ル
は
キ
ツ
ネ
を
う
な
が
し
ま
し
た
。 

「
も
う
少
し
、
も
う
少
し
。」 

と
言
っ
て
、
キ
ツ
ネ
は
全
く
聞
き
ま
せ
ん
。 

少
し
た
っ
て
コ
ン
ド
ル
は
再
び
、 

「
帰
ろ
う
よ
。」 

と
言
い
ま
し
た
。 

「
も
う
少
し
、
も
う
少
し
。」 

キ
ツ
ネ
は
そ
う
言
う
だ
け
で
し
た
。 

し
ば
ら
く
し
て
コ
ン
ド
ル
は
再
び 

「
帰
ろ
う
よ
。」 

と
う
な
が
し
ま
し
た
が
、
キ
ツ
ネ
の
返
事
は
同
じ
で
し
た
。 

そ
こ
で
、
コ
ン
ド
ル
は
キ
ツ
ネ
を
残
し
て
下
界
へ
帰
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
日
の
出
ま
で
に
、
す
べ
て
の
鳥
た
ち
は
下
界
へ
帰
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

＊ 

翌
朝
、
キ
ツ
ネ
は 

「
コ
ン
ド
ル
が
い
な
く
な
っ
た
。
ど
う
し
よ
う
。」 

と
泣
き
叫
び
ま
し
た
。 

下
界
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

「
ど
う
し
よ
う
、ど
う
し
よ
う
、ど
う
や
っ
て
下
界
に
降
り
よ
う
か
。」 

と
言
い
な
が
ら
、
あ
ち
こ
ち
と
う
ろ
う
ろ
し
ま
し
た
。 

「
何
か
な
い
か
な
あ
。」 

と
言
い
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
探
し
ま
し
た
。 

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
丈
夫
な
わ
ら
を
見
つ
け
ま
し
た
。 

キ
ツ
ネ
は
そ
の
わ
ら
で
、
下
界
に
届
く
ほ
ど
の
長
い
長
い
縄
を
編
み

ま
し
た
。 

縄
の
先
を
ぬ
ら
し
て
、 

「
下
界
に
届
け
ば
土
が
付
く
は
ず
だ
。」 

と
い
い
な
が
ら
下
ろ
し
ま
し
た
。 

土
が
付
い
て
い
る
の
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
縄
を
丈
夫
な
木
に
結

び
付
け
て
、
大
喜
び
で
降
り
始
め
ま
し
た
。 

＊ 

「
も
う
下
界
が
近
い
は
ず
だ
。」 

そ
の
時
、
イ
ン
コ
の
群
れ
が
ギ
ャ
ア
、
ギ
ャ
ア
と
鳴
き
な
が
ら
飛
ん

で
い
る
の
に
出
会
い
ま
し
た
。 

キ
ツ
ネ
は
イ
ン
コ
を
ば
か
に
し
て 

「
小
便
く
さ
い
イ
ン
コ
た
ち
！
」 

と
大
声
で
叫
び
ま
し
た
。 

イ
ン
コ
の
群
れ
は
、
そ
れ
を
聞
く
と
た
ち
ま
ち
引
き
返
し
て
来
ま
し
た
。 

「
穏
や
か
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。縄
を
つ
つ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
な
。」 

キ
ツ
ネ
は
イ
ン
コ
の
群
れ
に
懇
願
し
ま
し
た
。 

イ
ン
コ
た
ち
は
、 

「
そ
れ
も
そ
う
だ
な
。」 

と
言
っ
て
、
飛
び
去
り
ま
し
た
。 

す
る
と
キ
ツ
ネ
は
再
び
叫
び
ま
し
た
。 

「
汚
ら
し
い
イ
ン
コ
た
ち
！
」 

イ
ン
コ
の
群
れ
は
再
び
戻
っ
て
来
ま
し
た
。 

「
穏
や
か
に
、
穏
や
か
に
。
冗
談
で
す
よ
。
そ
ん
な
に
騒
が
な
い
で

く
だ
さ
い
な
。
縄
を
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
。」 

キ
ツ
ネ
は
イ
ン
コ
の
群
れ
に
縄
を
切
ら
な
い
よ
う
に
懇
願
し
ま
し
た
。 

イ
ン
コ
た
ち
は
、 

「
ま
あ
そ
れ
も
そ
う
だ
な
あ
。」 

と
言
い
な
が
ら
飛
び
去
り
ま
し
た
。 

キ
ツ
ネ
は
、
や
っ
と
下
界
が
見
え
て
く
る
と
、
再
び
叫
び
ま
し
た
。 

「
鼻
の
曲
が
っ
た
イ
ン
コ
た
ち
、
で
き
る
も
の
な
ら
縄
を
切
っ
て
み
ろ
！
」 

そ
れ
を
聞
く
と
イ
ン
コ
た
ち
は
、
た
ち
ま
ち
戻
っ
て
来
ま
し
た
。 

「
鼻
の
曲
が
っ
た
イ
ン
コ
と
言
っ
た
な
！
」 

と
言
っ
て
、キ
ツ
ネ
が
泣
き
叫
ぶ
う
ち
に
、縄
を
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 
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＊ 
キ
ツ
ネ
は
、
恐
怖
に
ふ
る
え
な
が
ら
や
っ
と
の
こ
と
で
叫
び
ま
し
た
。 

「
人
間
た
ち
、
神
様
が
天
か
ら
降
り
て
く
る
ぞ
お
、
ジ
ュ
ウ
タ
ン
や

シ
ョ
ウ
ル
を
敷
い
て
迎
え
な
さ
い
、
神
様
が
降
り
て
く
る
ぞ

お
！
！
！
」 

「
あ
あ
あ---

！
」 

キ
ツ
ネ
は
石
の
上
に
落
ち
て
、
お
腹
が
は
じ
け
て
死
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。 

人
間
た
ち
は
キ
ツ
ネ
の
叫
び
を
本
気
に
し
な
い
で
、
ジ
ュ
ウ
タ
ン

の
代
わ
り
に
石
を
敷
い
た
の
で
す
。 ＊ 

キ
ツ
ネ
は
腹
の
中
か
ら
天
の
国
で
食
べ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
キ
ヌ

ア
、
カ
ニ
ャ
ー
ウ
ァ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
食
べ
物
を
周
囲
に
撒
き
散
ら

し
ま
し
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
様
々
な
果
物
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に

渓
谷
の
あ
た
り
に
撒
き
散
ら
し
ま
し
た
。
キ
ヌ
ア
、
カ
ニ
ャ
ー
ウ
ァ

な
ど
の
粒
の
小
さ
な
穀
物
は
、
ア
ン
デ
ス
の
高
地
に
撒
き
散
ら
し
ま

し
た
。 

で
す
か
ら
今
日
で
も
、
ア
ン
デ
ス
の
渓
谷
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

果
物
が
実
り
、高
地
で
は
キ
ヌ
ア
、カ
ニ
ャ
ー
ウ
ァ
が
実
る
の
で
す
。 

 

訳 
 

栗
原
重
太 

原
本 

 

ラ
イ
ミ
２ 

キ
ツ
ネ
の
話
１
０
話
、
ハ
イ
マ
１
９
３
９ 

 
 
 
 

編
集 

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
·
ラ
イ
メ
·
パ
イ
ル
マ
ニ 

話
り 

マ
リ
ア
·
ス
リ 

(

ロ
ア
イ
ツ
ァ
１
９
７
２)

 

 
 
 
 

マ
ル
セ
リ
ノ
·
ペ
レ
ス 

(

パ
タ
カ
マ
ヤ
１
９
８
０) 

  

訳
者
よ
り
： 

キ
ツ
ネ
は
コ
ン
ド
ル
と
と
も
に
ア
イ
マ
ラ
の
社
会
で
は
も

っ
と
も
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
動
物
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
物
語
の
中
で
は
い
つ
も
悪
者
扱
い
で
、
最
後
に
は
ひ
ど

い
目
に
会
い
ま
す
。 

ア
イ
マ
ラ
の
人
達
に
と
っ
て
キ
ツ
ネ
は
、
羊
、
リ
ャ
マ
、

ア
ル
パ
カ
な
ど
の
家
畜
を
食
べ
る
悪
者
で
あ
り
、
人
々
は

そ
の
ず
る
賢
さ
が
大
嫌
い
な
よ
う
で
す
。
キ
ツ
ネ
と
同
じ

よ
う
に
家
畜
を
襲
っ
て
食
べ
る
コ
ン
ド
ル
が
、
力
と
権
威

の
象
徴
と
し
て
む
し
ろ
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
見
ら
れ
て
い

る
の
と
は
大
き
な
ち
が
い
で
す
。 

原
本
の
ラ
イ
ミ
２
は
、
ア
ン
デ
ス
高
原
地
帯
の
キ
ツ
ネ

に
関
す
る
民
話
を
集
め
た
小
冊
子
で
す
。
編
集
者
の
フ
ェ

リ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
メ
・
パ
イ
ル
マ
ニ
氏
は
、
ア
イ
マ
ラ
語

研
究
の
第
一
人
者
で
、
長
く
ア
イ
マ
ラ
語
教
育
に
携
わ
り
、

ア
イ
マ
ラ
語
で
さ
ま
ざ
ま
な
新
聞
、
民
話
、
小
説
な
ど
を

執
筆
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
ア
イ
マ
ラ
語
ス
ペ

イ
ン
語
の
大
き
な
辞
書
も
書
か
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 
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二
〇
一
〇
年
六
月
一
九
日
、
一
時
代
を
築
い
た
ペ

ル
ー
の
北
部
ア
ン
デ
ス
を
代
表
す
る
一
人
の
歌
手
が
亡

く
な
っ
た
。
七
八
歳
。
腎
臓
病
だ
と
い
う
。
そ
の
人
の

名
は
ミ
ゲ
ル
・
ア
ン
ヘ
ル
・
シ
ル
バ
、

世
に
「
イ
ン
デ
ィ
オ
・
マ
イ
タ
」
の

名
前
で
知
ら
れ
、
愛
さ
れ
た
人
だ
。

　

彼
は
ペ
ル
ー
北
部
ア
ン
デ
ス
に
位

置
す
る
カ
ハ
マ
ル
カ
県
セ
レ
ン
デ
ィ

ン
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
を
北
部
海
岸

の
ペ
ル
ー
第
三
の
都
市
ト
ゥ
ル
ヒ
ー

ヨ
で
過
ご
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
カ
ハ
マ
ル
カ
の
歌
が
好
き
で
歌

い
続
け
、
歌
手
へ
の
道
を
歩
む
こ
と

と
な
っ
た
。

　

イ
ン
デ
ィ
オ
・
マ
イ
タ
の
代
表
曲

は
、
と
言
え
ば
誰
も
が
声
を
揃
え
て

あ
げ
る
の
が
「
マ
タ
リ
ー
ナ
」
だ
。

カ
ハ
マ
ル
カ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
の
音
楽

形
式
で
歌
わ
れ
た
こ
の
曲
は
、
全
国

的
に
大
ヒ
ッ
ト
し
、
知
ら
ぬ
人
は
い

な
い
と
言
っ
て
も
い
い
。
ペ
ル
ー
南

部
地
方
で
ワ
イ
ノ
の
最
後
に
続
け
て

激
し
く
踊
ら
れ
る
フ
ー
ガ
と
呼
ば
れ

る
部
分
で
も
、
こ
の
マ
タ
リ
ー
ナ
は

歌
わ
れ
る
。
こ
ん
な
ふ
う
こ
の
曲
は

に
地
域
を
超
え
て
歌
い
継
が
れ
た
。

カ
ハ
マ
ル
カ
の
平
面
太
鼓
カ
ー
ハ
を

片
手
に
、
陽
気
に
歌
う
彼
の
姿
は
、
多
く
の
人
々
を
魅

了
し
た
。

　

元
来
、
カ
ハ
マ
ル
カ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
音
楽
は
底
抜
け

音楽三昧♪ペルーな日々 ( 第 35 回 )

 「インディオ・マイタとカハマルカ音楽」

に
明
る
い
。
ペ
ル
ー
の
多
く
の
曲
と
は
違
い
、
曲
の
終

わ
り
を
マ
イ
ナ
ー
調
で
締
め
く
く
ら
な
い
。
ひ
た
す
ら

メ
ジ
ャ
ー
コ
ー
ド
の
ま
ま
ど
こ
ま
で
も
突
き
進
む
、
ま

さ
に
天
下
無
敵
の
脳
天
気
な
音
楽
だ
。
多
く
は
ワ
ン

コ
ー
ド
で
交
互
で
歌
う
。
そ
し
て
掛
け
合
い
の
人
が
変

わ
る
度
に
別
の
コ
ー
ド
に
転
調
し
て
い
く
。
こ
れ
が
テ

ン
シ
ョ
ン
が
上
が
る
上
が
る
。
そ
う
し
て
ど
こ
ま
で
も

底
抜
け
に
明
る
い
歌
を
即
興
で
掛
け
合
っ
て
い
く
の
が

カ
ハ
マ
ル
カ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
音
楽
の
流
儀
だ
。
そ
の
音

楽
の
魅
力
を
ペ
ル
ー
中
に
伝
え
た
の
が
、
い
わ
ば
彼
の

「
マ
タ
リ
ー
ナ
」だ
っ
た
。こ
の
他
に
も
、「
カ
ロ
リ
ー
ナ
」

と
か
「
モ
チ
ェ
リ
ー
タ
」
と
か
カ
ー
ニ
バ
ル
音
楽
以
外

の
ヒ
ッ
ト
曲
も
あ
る
が
、
今
考
え
て
み
る
と
み
ん
な
女

の
子
の
事
を
歌
っ
た
曲
で
す
ね(

笑)

。
ま
あ
、
恋
心

は
万
国
共
通
の
重
要
な
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
か

ら
ね
。

　

カ
ハ
マ
ル
カ
は
、
ペ
ル
ー
国
内
で
ア
ン
タ
ラ
と
い
う

楽
器
が
今
な
お
大
衆
音
楽
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
数

少
な
い
地
域
の
一
つ
だ
。ア
ン
タ
ラ
と
は
、パ
ン
フ
ル
ー

ト
の
一
種
で
、
い
わ
ゆ
る
サ
ン
ポ
ー
ニ
ャ
の
仲
間
で
あ

る
が
、
二
列
で
は
な
く
、
一
列
タ
イ
プ
の
も
の
だ
。
音

階
は
五
音
音
階
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
サ
ン

ポ
ー
ニ
ャ
の
よ
う
に
音
を
切
っ
て
吹
く
の
で
は
な
く
、

つ
な
げ
て
吹
く
こ
と
が
多
く
、
ま
さ
に
風
の
よ
う
な
優

し
い
音
色
が
魅
力
の
楽
器
だ
。

　

カ
ハ
マ
ル
カ
に
よ
く
見
ら
れ
る
楽
団
の
楽
器
編
成

は
、
ア
ン
タ
ラ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
ギ
タ
ー
、
カ
ー
ハ
と

い
う
も
の
で
、
最
近
は
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
や
サ
ッ
ク
ス

な
ど
が
入
っ
た
り
も
す
る
。
特
に
バ
イ
オ
リ
ン
は
他

の
地
域
同
様
カ
ハ
マ
ル
カ
で
も
非
常
に
重
要
な
楽
器

だ
。
ギ
タ
ー
と
カ
ー
ハ
の
生
み
出
す
元
気
の
よ
い
リ
ズ

ム
に
載
せ
て
バ
イ
オ
リ
ン
と
ア
ン
タ
ラ
の
絶
妙
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
心
地
良
く
奏
で
ら
れ
る
。
ワ
イ
ノ
の
リ
ズ
ム

は
南
部
よ
り
も
ず
い
ぶ
ん
と
前
の
め
り
で
フ
ー
ガ
的
な

激
し
さ
が
あ
る
。
そ
れ
故
、
し
っ
と
り
と
歌
い
あ
げ
る

と
い
う
よ
り
は
、
伸
び
や
か
に
リ
ズ
ム
を
波
乗
り
の
よ

う
に
紡
い
で
い
く
よ
う
な
演
奏
が
多
い
の
か
も
知
れ
な

い
。

　

こ
う
し
た
楽
団
の
代
表
格
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ロ

ス
・
レ
ア
レ
ス
・
デ
・
カ
ハ
マ
ル
カ
だ
ろ
う
。
ロ
サ
・

ア
ギ
ー
レ
と
ギ
ジ
ェ
ル
モ
・
ア
リ
ア
ス
の
二
人
の
歌
と

演
奏
は
素
晴
ら
し
く
、
数
多
く
の
ア
ル
バ
ム
を
出
し
て

い
る
超
有
名
グ
ル
ー
プ
だ
。
そ
し
て
イ
デ
ィ
オ
・
マ
イ
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タ
と
彼
の
楽
団
ウ
ィ
ラ
コ
チ
ャ
も
こ
の
編
成
だ
。
そ
の

他
ロ
ス
・
ト
ゥ
コ
ス
・
デ
・
カ
ハ
マ
ル
カ
な
ど
も
有
名
だ
。

　

ま
た
、
カ
ハ
マ
ル
カ
に
は
他
に
も
幾
つ
か
個
性
的
な

楽
器
が
あ
る
。
そ
の
代
表
が
ク
ラ
リ
ン
だ
。
こ
の
楽
器

は
竹
製
ラ
ッ
パ
の
よ
う
な
も
の
で
、
数
メ
ー
ト
ル
の
長

い
ま
っ
す
ぐ
な
竹
を
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
よ
う
に
吹
き
鳴

ら
す
。
面
白
い
の
は
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
と
違
っ
て
、

吹
き
口
か
ら
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
の
で
は
な
く
、
管
の
側

面
に
ふ
き
口
が
あ
る
の
で
、
ラ
ッ
パ
の
先
端
は
真
横
に

伸
び
て
い
く
こ
と
に
な
る
こ
と
だ
。
そ
の
先
端
部
分
を

斜
め
上40

度
ぐ
ら
い
に
あ
げ
る
の
が
か
っ
こ
い
い
と

い
う
美
学
が
あ
る
の
か
、
吹
き
手
は
少
し
顔
を
傾
げ
て

吹
く
。
ブ
ブ
ブ
ー
、
ブ
ブ
ブ
ー
と
あ
る
意
味
ペ
ル
ー
の

ブ
ブ
ゼ
ラ
で
あ
る
。

　

そ
の
他
に
も
、カ
ハ
マ
ル
カ
の
チ
ョ
ー
タ
地
方
に
は
、

独
自
の
ケ
ー
ナ
合
奏
団
が
あ
る
。
複
数
の
ケ
ー
ナ
奏
者

と
小
太
鼓
と
大
太
鼓
と
い
う
編
成
で
様
々
な
カ
ハ
マ
ル

カ
の
曲
か
ら
マ
リ
ネ
ラ
ま
で
を
演
奏
す
る
、
と
い
う
ス

タ
イ
ル
が
代
表
的
な
よ
う
だ
。
い
つ
ど
の
よ
う
に
こ
の

形
式
が
根
付
い
た
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
残

念
な
が
ら
私
に
は
ま
だ
そ
の
あ
た
り
は
分
か
っ
て
い
な

い
。
と
も
あ
れ
、10

人
を
越
え
る
ケ
ー
ナ
奏
者
が
打

楽
器
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
演
奏
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

は
、
祭
囃
子
と
軍
楽
隊
を
足
し
て
割
っ
た
よ
う
な
不
思

議
な
感
覚
を
覚
え
さ
せ
る
。
ロ
ス
・
ケ
ー
ナ
ス
・
デ
・

ク
テ
ル
ボ
な
ど
が
代
表
的
な
と
こ
ろ
か
。

　

ペ
ル
ー
南
部
の
ア
ン
デ
ス
の
奥
深
さ
に
対
し
て
稜
線

の
低
い
カ
ハ
マ
ル
カ
近
郊
は
、
酪
農
が
盛
ん
で
早
く
か

ら
開
け
た
地
方
の
一
つ
だ
。
初
め
て
飛
行
機
で
カ
ハ
マ

ル
カ
に
行
っ
た
時
、
他
の
ア
ン
デ
ス
地
域
の
風
景
と
あ

ま
り
に
違
う
風
景
に
衝
撃
を
受
け
た
。
眼
下
に
広
が
る

な
だ
ら
か
な
丘
と
、
そ
の
随
所
に
散
ら
ば
る
牛
た
ち
の

姿
は
忘
れ
ら
れ
な
い
カ
ハ
マ
ル
カ
の
第
一
印
象
だ
。
そ

し
て
湯
治
に
来
て
い
た
イ
ン
カ
帝
国
皇
帝
ア
タ
ワ
ル
パ

が
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ピ
サ
ロ
に
捕
ま
っ
た
の
も
こ
の
カ

ハ
マ
ル
カ
だ
っ
た
。
牧
歌
的
な
土
地
で
花
開
い
た
イ
ケ

イ
ケ
ド
ン
ド
ン
な
ア
ン
デ
ス
音
楽
に
身
を
任
す
の
も
、

時
に
は
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
口　

良
樹
）
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●材料（4 人分）
・黒インゲン豆（ブラックビーンズ）の缶詰　
1 缶              ・豚のかたまり肉　800 グラム

・トマト中　6 個　    ・コリアンダー　4 把
・紫タマネギ　1/2　・熟したアボガド　1 個
・白飯　4 人分　　    ・ラディッシュ　8 本
・塩、水　                    ・レモン　1 個
・トウモロコシのトルティーヤ 8 枚

●作り方
１）深い鍋で肉とインゲン豆を、肉がかぶる

程度の水でゆでる。最初は強火で、塩を好
みで加えて、肉が十分やわらかくなったら、
鍋から取り出し、4 人分に切り分ける。スー
プが 4 人分の量になるように適宜水を加え
る。

２）トマトを洗い、アルミ箔でくるんで、オー
ブンかグリルで焦げないように気をつけて
焼く。よく焼けたら皮を除き、ソース状に
なるまで包丁を入れる。コリアンダーを洗っ
て細かく刻み、トマトソースに加える。紫
タマネギもみじん切りにして半分をトマト
ソースに入れる。最後に塩をふってまぜる。

３）残りのみじん切りにしたタマネギを、ガラ
スの小さな容器に入れ、後に豆のスープに
加える。

４）レモンを洗って 4 等分する。
５）アボガドの皮をむき、4 等分する。
６） ラディッシュを洗って適当な大きさに切

る。花形にくりぬき、冷水のなかに入れて
おけば、花が開くようになる。（料理をはじ
める 1、2 時間前にそうするとよい）

●盛りつけ
１）平皿に肉を置き、トマトソースとラディッ

シュを飾る
２）豆のスープは深皿に。
３）別の平皿にご飯を盛る。
４）トルティーヤをあたためて皿に重ねる。
５） 小皿にアボガドと小さく切ったハバネロ

（ハバネロがなければ瓶詰めのチリソースで
も可）、レモンを飾る。

６）トマトソースにレモンを絞り、豆のスープ
にタマネギのみじん切りを加える。 

    のどが渇いたら冷たいビールといっしょにど
うぞ。 

　
　

今
回
は
、「
ユ
カ
タ
ン
人
は
毎
週
月
曜
日
ご
と

に
豆
と
豚
肉
の
煮
込
み
を
食
べ
る
」
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
ユ
カ
タ
ン
半
島
で
定
番
の「
イ
ン
ゲ
ン
豆（
フ

リ
ホ
ー
ル
）
と
豚
肉
の
煮
込
み
」
を
紹
介
し
た
い
。

　

メ
キ
シ
コ
の
他
の
地
域
と
同
様
、
ユ
カ
タ
ン
で
も

イ
ン
ゲ
ン
豆
を
よ
く
食
べ
る
が
、
日
本
の
よ
う
に

砂
糖
で
は
味
付
け
し
な
い
。

　
　

イ
ン
ゲ
ン
豆
は
、
繊
維
や
タ
ン
パ
ク
質
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
、
ナ
イ
ア
シ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
、
葉
酸
、 

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
、
鉄
分
、
亜
鉛
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

カ
リ
ウ
ム
を
含
み
「
完
全
食
品
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

ま
た
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
え
る
の
を
防

ぎ
、
２
種
類
の
水
溶
性
繊
維
と
不
溶
性
の
繊
維
を

含
む
た
め
、
便
秘
や
結
腸
癌
の
よ
う
な
消
化
器
系

の
病
気
も
防
ぐ
。
繊
維
は
、
炭
水
化
物
の
吸
収
を

遅
ら
せ
て
、
血
中
の
ブ
ド
ウ
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
効
果
も
あ
る
か
ら
糖
尿
病
の
治
療
に
も
役
立

つ
。

　
　

私
は
、
日
本
に
来
て
は
じ
め
て
小
豆
な
ど
の

豆
を
食
べ
た
と
き
、
そ
れ
が
甘
い
こ
と
に
本
当
に

驚
い
た
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売
っ
て
い
る

パ
ッ
ク
詰
め
の
豆
が
す
べ
て
砂
糖
で
味
付
け
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
も
衝
撃
を
受
け
た
。

　
　

も
ち
ろ
ん
、日
本
風
の
豆
料
理
も
大
好
き
だ
が
、

メ
キ
シ
コ
風
の
味
付
け
も
と
て
も
お
い
し
い
。

　
　

き
ょ
う
紹
介
す
る
ユ
カ
タ
ン
料
理
は
、
材
料
の

う
ちepazote

（
ア
リ
タ
ソ
ウ
）
だ
け
は
日
本
で

の
入
手
が
難
し
い
。
ハ
ー
ブ
の
一
種
で
独
特
の
香

り
と
味
を
ユ
カ
タ
ン
料
理
に
与
え
る
も
の
だ
が
、

ア
リ
タ
ソ
ウ
抜
き
で
も
か
ま
わ
な
い
。
も
し
入
手

で
き
た
ら
、
よ
く
洗
っ
て
肉
と
豆
の
な
か
に
加
え

て
一
緒
に
煮
込
め
ば
よ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
と
、
東
京
の
い
く
つ
か
の
メ
キ
シ
コ
料
理
の

食
材
を
扱
う
店
で
、
ア
リ
タ
ソ
ウ
を
売
っ
て
い
る

と
い
う
。

　
　

私
が
子
供
の
頃
は
、
毎
週
月
曜
日
に
こ
の
料
理

を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
メ
キ
シ
コ
に
住

ん
で
い
た
こ
ろ
は
、
生
の
ハ
バ
ネ
ロ
唐
辛
子
を
丸

ご
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
て
い
た
。
だ
が
、
長
年
日

本
に
住
ん
で
味
覚
と
胃
が
変
化
し
て
、
今
で
は
そ

ん
な
食
べ
方
は
で
き
な
く
な
っ
た
。

　
　

生
の
ハ
バ
ネ
ロ
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
瓶
詰

め
を
買
え
ば
よ
い
。
ハ
バ
ネ
ロ
は
き
わ
め
て
ユ
カ

タ
ン
的
な
材
料
で
あ
り
、
料
理
に
独
特
の
味
を
添

え
る
。
だ
が
ピ
リ
ピ
リ
す
る
ほ
ど
使
う
必
要
は
な

く
、
風
味
が
感
じ
ら
れ
る
程
度
で
よ
い
。
イ
ン
ゲ

ン
豆
（
フ
リ
ホ
ー
ル
）
は
、
成
城
石
井
や
阪
神
の

よ
う
な
、外
国
の
食
材
を
売
る
店
で
購
入
で
き
る
。

　
　

最
後
に
、
頭
が
痛
く
な
る
ほ
ど
冷
え
た
ビ
ー
ル

と
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
を
強
く
お
す
す
め
し
て
お

き
ま
す
。

ミゲル先生のメキシコ食巡り

インゲン豆と豚肉の煮込み
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ニュースクリップ　2010年５-7月 まとめ　サザエ

メキシコ　―――ナルコ・ミリタル ( 麻薬マフイアの兵士 ) に対して重罰
　メキシコ下院は今年 4月 28 日、犯罪組織や麻薬カルテルに入るために脱走した軍兵士に最高 60 年の刑を科す
という法改正を可決した。麻薬カルテルとの闘いにおいて重要な任務を与えられている軍隊の汚職を食い止めるた
めである。最も凶暴な麻薬カルテルにエリート訓練を受けた兵士たちがいることはすでに知られている。シナロア・
カルテルの中の殺し屋グループ、ロス・セタスは 90 年代終わりに軍隊の特殊部隊の兵士 31 人から 67 人が脱走し
てできたものだ。
　ここ数年で 10 万人の兵士が脱走していることが防衛省のデータで明らかにされている。そのうちどれくらいが
麻薬カルテルに入っているかはわからないが、ロス・セタスは 2009 年に、米国国境に派遣されている軍兵士を高
給でリクルートしていた。
　法改正により脱走を食い止め、軍への忠誠強化を目指すものであり、犯罪組織に加わった兵士は 30 年から 60
年の刑が適用され、軍から追放される。また、兵士が組織犯罪や麻薬密輸に加担した場合には 15 年から 60 年の
刑が科せられる。
　また、この法改正が可決された前日には改正が可決されたが、こちらは麻薬密輸撲滅戦争における軍の役割を制
限するものだ。一般市民が多く殺害されていることと軍による人権侵害が告発されているからだ。カルデロン大統
領が政権を取った 2006 年の 12 月以来麻薬密輸関連で殺された人びとは 2万 2千 700 人にのぼる。（2010/04/28 
BBC-Mundo より）

ラテンアメリカ　―――　汚れた水は戦争以上に人を殺している
　世界水の日である 3月 22 日、国連は加速する都市化、工業化、不適切な衛生サービスが世界中の人が飲料水に
アクセスすることを阻んでいると警告した。
　国連環境計画（UNEP）の報告書「病気の水」によると、汚染された水による死者は戦争による死者を上回り、
その数は毎年増加している。同報告書は毎日 20 億トンもの排水が世界中の水路に流れ込み、病気を引き起こした
り生態系に深刻な影響を与えているとしている。
　ラテンアメリカは天然資源が豊富で、鉱山、石油や天然ガス、アグロビジネスが盛んだが、そのために多量の水
を消費している他、有害な工業廃水を垂れ流しているケースも多い。農民、先住民族共同体は生活を維持するため
のきれいな水を確保するために巨大な多国籍企業や自国の政府と闘わなければならない。UNEP は企業が廃水を利
用可能なレベルにまで浄化するコストを担う企業責任があると指摘する。水をめぐる戦いは、アマゾンのエクアド
ルの油田開発や、ウルグアイの製紙工場、中米の大規模ダム開発などで頻発している。アンデス先住民族組織調整
機関（CAOI）は、「水の商品化」は、国家が押し付けている資源を略奪する新自由主義政策の一環だと指摘し、大
規模な工業開発は事前に先住民族と協議することを各国に要求している。（2010/03/24 noticiasaliadas.org より）

ボリビア　―――　奴隷状態に置かれているグアラニー先住民族　
　ボリビア南部の農業地域でグアラニー先住民の約 600 家族が強制労働や奴隷状態に置かれていることを米州人
権裁判所（CIDH）が最新の報告書で明らかにした。ボリビア政府はこうした状況に対処し、グアラニー先住民族
のテリトリー再建のために努力してはいるが、事態はいまだによくなっていない。共同体のメンバーが身に覚えの
ない「借金」のために労働をさせられるなど、その多くは賃金が支払われていない。
　ボリビアには約 8万人のグアラニー民族が住み、2001 年のデータでは彼らが居住するチャコの南部地域の貧困
率は 75％以上で、貧富の差が極度に著しい。極貧状態におかれている先住民族は、「残忍な見せしめ」として農作
物が焼かれたり、家畜が殺されたりしたために一層貧しくなったということだ。また国際法やボリビア憲法で全面
的に禁止されている児童労働も行われていると CIDH は明らかにしている。チャコ地域には行政の存在がなく、警
察も機能していないことが事態をさらに悪化させている、と報告書は指摘する。そしてボリビア国家がグアラニー
民族の尊厳ある生活の権利を保障し、彼らの土地の集団的権利を守る対応策をとるように勧告している。

（2010/04/22 noticiasaliadas.org より）



エルサルバドル―――　カナダ鉱山会社が政府に対して賠償請求

　カナダの鉱山会社パシフィック・リム・マイニング社はエルサルバドルの政府に対して補償を要求する裁判を起
こした。エルサルバドル当局は環境危機を告発し、鉱山開発の許可を与えることを拒否している。パシフィック・
リム社はエルサルバドルの北部、カバニャス県にエル・ドラド鉱山を保有し、前の右派政権時代に開発が許可され
た。現フネス政権は金を採掘するために用いられるシアンによる潜在的な環境汚染や水源が汚染される危険を指摘
し、操業許可を撤回したもの。開発計画地域はエルサルバドルの中で最も貧しい地域の１つであり、同社は数百人
の雇用を創出することを確約した。けれども政府と地元組織はこの開発が環境に深刻な被害を与えるだろうことを
示唆、鉱山開発に反対する 2人の活動家が殺害されている。
　同社は、エルサルバドル政府に投資していた 7千 200 万ドルの費用の返還を要求しており、さらに世銀の投資
国際調整センター（CIADI）にこの事案を持ち込み、エルサルバドル政府は投資を危機に陥らせ、北米と中米・ド
ミニカ共和国の自由貿易協定（（DR-CAFTA）違反だと訴えている。
　エルサルバドル政府は同社の訴えを拒否し、天然資源環境省は環境に被害を与えるいかなる開発計画も認めない
とし、同社が被ったと主張する被害の責任はエルサルバドル政府にあるのではなく環境対策を行わず利権だけを行
使して開発を進める企業側にあると主張している。(Noticias Aliadas2010/06/09　より )

ブラジル―――  豪雨続き、40人以上の死者と数千人の行方不明者
 
　ブラジル北東部で 6月 17 日から豪雨が続き洪水や地滑りなどによって 40 人以上の死者と数千人の行方不明者
が出ている。被害が最も深刻なのはアラゴアス州とペルナンブコ州である。アラゴアス州では 21 日の午後までに
26 人が死亡し行方不明者は 1000 人を超え、死者の数はさらに増える可能性があるという。同州では 22 の都市で
4万軒以上の民家が流された。断続的に続く激しい雨により川が増水し、橋や道路、鉄道が流され 1500 ㎞以上の
道路が寸断するなど、人道支援が届くのが困難になっている。
　警察発表によればブラジル人 10 万人以上が避難生活を余儀なくされている。ルラ大統領は被災地の知事らと会
合するとともに、22 日には緊急閣議を招集し、各州に 1万 4千ドルを緊急支援すると伝えた。支援総額は 5万 6
千ドルになる見込み。最も緊急に必要なものは飲料水、食糧、衣類であり、救助隊は被災地域の人々をヘリコプター
を使って救出し、軍隊や海軍も救助活動にあたっている。ブラジル当局は 2万人分の食糧と 1万 2千枚の毛布な
どの配布を命じている。(BBC.MUNDO 2010/06/21　より )

コロンビア大統領選挙　―――前政権を継承するサントスが勝利

　6月 20 日行われた大統領選挙の決選投票（第１回投票は 5月 30 日）で、与党の全国統一社会党（Ｕ党）党首
で前国防相フアン・マヌエル・サントス候補が緑の党共同党首で、元ボゴタ市長のアンタナス・モクスを大差で破
り大統領に当選した。サントスの得票率は 69％、900 万票以上を獲得した。モクスは得票率 27%だった。サント
スは現アルバロ・ウリベの政権で貿易相、大蔵省、そして防衛相と三つの閣僚経験を持つ。ウリベの後継者として
その政策を引きついでいくことになる。腐敗のない政府、政治の透明性を訴えたモクスは、第一回投票より 50 万
票多く得票したが、サントスにははるかに及ばなかった。
　サントスは、輸出増大、失業率の引き下げ、雇用の創設と住居建設を公約に掲げ、700 万人を貧困から救い出す
と言っているが、極めて非現実的という批判もある。正義とジェンダー平等も掲げているが、選挙キャンペーンや
当選のスピーチでは女性、先住民族、アフリカ系コロンビア人についてはほとんど触れなかった。ウリベ政権で批
判された汚職や人権侵害、準軍事組織との関係などをどこまで改善できるかが課題。
　与党Ｕ党は、今回の総選挙で議会の約 80％を押さえた。（Noticias Aliadas　 25/06/2010　より）
 
　[ お詫び ] 前 125 号で 124 号と同じニュースクリップが手違いにより掲載されたことをお詫びいたします。
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２００９年度　日本ラテンアメリカ協力ネットワーク　会員総会議事録
　　　日　時：２０１０年６月１４日（土）　　場　所：山崎さん宅（東京）・レコム梅村図書館（京都）
　　　会員数１３５名（正４３名、学生７名、賛助９名、購読７６名）のうち、総会出席者１０名、はがきやメールによる委任状は１５名。

議題１　２００９年４月～２０１０年３月　活動報告　
１　海外支援活動。　コナビグアの地域プロモーター支援（１人分・472,957円）／2009年９月に現地視察。武田由紀子ほか4名で実施。
／2010年 3月にグアテマラで民衆法廷。997,500円を寄付。日本から5名参加。国内では武田さん、安藤さん地域 FMラジオに出演。
２　国内活動を報告。　「そんりさ」発行　（119 号から 124 号）／総会を大阪・京都で開催　 
3　「グアテマラ支援検討委員会」設置。現地視察報告会を東京・京都で行い、拡大運営委員会で議論した。
４　南米連続講演会を６回開催
５　イベント参加　　東京は２００９年１０月にグローバルフェスタ　　大阪は２０１０年２月にワンワールドフェスティバル
 （質問）イベントではどんなことをしているのか？　やりがいは？　→東京ではレコムの活動紹介、民芸品、カレンダー、そんりさ、
書籍販売。一般の人々との出会いの場。大阪は初参加だったが、ラテンアメリカのNGOが他には日系関係のものしかなく、情報を
ほしがる来客は多かったものの、民芸品も活動紹介の資料もない状態となってしまった。反省を次回に生かしたい。
６　フォトコンテスト開催　8点の応募があり、４作品を選出。 
７　アルテ・マヤ・カレンダーの販売　　２５０部仕入。大西さんが発送作業を担当。無事に完売（388,500 円）
８　翻訳ワークショップ　ラテンアメリカの様々なテーマを翻訳、そんりさに掲載。
９　民芸品販売　上記のイベント以外で松井やより賞受賞ツアーでも販売（421,380 円）
10　やより賞受賞記念ツアーの開催（京都・神戸・札幌・横浜・東京の７講演）
11　その他
（質問）スタディーツアーみたいなことは開催しているのか？ →あくまで会員内での訪問にとどめている。２００２年以降、旅行法
が厳しくなり、ツアーは企画しづらくなっている。会員が訪問する際に合わせて募集し、本人の責任の上で参加とする。
（質問）民芸品の買い付けについてどうなっているのか？　→現地在住の石川智子さんが基本的には担当。買い付けは石川さんが帰
国する４月と、イベント前の秋が多い。２０１０年は 9月の武田さん訪問時を予定。

議題２　２００９年度　会計報告
（質問）収入の収益事業売上（書籍・資料）とは？→　おそらく「そんりさ」の売上
（質問）民衆法廷支援の寄付金がわかりにくい→　グアテマラ基金と収入の寄付金にも入っていること、また２０１０年４月に石川
智子さんが帰国した際にも渡していたりして、年度がまたがって計上されている。
・会計報告下のやより賞ツアーの収支は、会計報告からこのツアーの分だけを抜粋し、ツアー単体では黒字であったことを確認する
表として作成。残額の 109,422 円は民衆法廷カンパとして渡している。

議題３　２０１０年４月～２０１１年３月　活動方針
1　海外支援活動方針　グアテマラ支援　女性プロジェクト「希望をはぐくむ女性たち」支援。送金額はグアテマラ基金で集まった
金額を予定しているが、先方と相談しながら、決定する。　・「民衆法廷」の報告とフォローアップ
２　国内活動方針を報告　「そんりさ」発行年６回　・グアテマラに関する情報収集　２０１０年９月に再度武田さんを派遣し「希望」
プ　ロジェクトを視察、および他の活動の視察を行う。その時に参加者も募集して、デレゲーションにする。
３　新パンフレットの作成　古谷さんを中心に２０１０年６月完成。（２０００部）
４　イベント参加（１０月　グローバルフェスタ・２月　ワンワールドフェスティバル）
５　民芸品販売　マニュアルや商品につけるカードを工夫し、先住民族文化の回復やフェアトレードを打ち出し拡販につとめる。
６　アルテ・マヤ・カレンダーの販売　仕入数などについては運営委員会で検討。
７　翻訳ワークショップの継続
８　ホームページとメーリングリストを通じての情報発信　ホームページは夏以降リニューアルを予定。
９　スピーキングツアー　２０１１年度には「希望」プロジェクト代表を招いてスピーキングツアーをできるよう準備する。関連団
体に情報発信し、横のつながりを持つ。資料準備や会場決定なども行いたい。
10　ボリビアへの「人々と出会う旅」実施の可能性の検討
11　コロンビア関連の活動への協力

議題４　２００９年度　予算
・収入のグアテマラ基金「カレンダー販売」の項目では２００部を販売した場合の金額（400,000 円）となっている。
（質問）支出のグアテマラ基金の送金分が 500,000 円となっているが、「希望」プロジェクト側は知っているのか？
　→先方には伝えている。これから具体的な用途と金額を話していく予定。

議題５　役員選出
　２０１０年度運営委員：古谷桂信さん、片岡（栗田）桂子さん、新川志保子さん、杉本唯史さん、斉藤忍さん、太田裕之さん、大
西裕子さん（事務局長）。監査委員は山本和彦さん、山崎えりさん。以上　　　　　　　　　　　　　　　　（まとめ　嘉村早希子）

-26-



＊＊ Información ＊＊ 
 

お知らせ 

◆日墨友好 400 年記念「古代メキシコ・オルメカ文明展－マヤへの道」◆  

日時：2010 年 7 月 31 日（土）～9 月 26 日（日） 月休（祝日は開館、翌日休館） 

10 時～18 時 ＊毎週金曜日は 19：30 まで夜間開館、入室はそれぞれ 30 分前まで 

場所：京都府京都文化博物館（住所：京都市中京区三条高倉 Tel：075-222-0888  

入場料：大人 1300 円、大高生 800 円、中小生 500 円（当日券） 

 

◆ラテンアメリカの人々と映像 ～私のであったコロンビアの先住民族～他◆ 

エクアドルのコロンビア難民とコロンビア先住民族のコミュニティーの暮らしの様子をスライドを交えて報告。

シネミンガやサパティスタのグループが撮った映像を通し、これらの取り組みについて紹介する。 

日時：10 月 3 日（日）14:00～  会場：未定（京都市内） 

お話：柴田大輔（フォトジャーナリスト） 

資料代：700 円 

主催：メキシコ先住民運動連帯関西グループ（DQM06014@nifty.com） 

共催：レコム 

詳細は関西グループＨＰ（http://homepage2.nifty.com/Zapatista-Kansai/）、もしくはレコム

事務局までお問い合わせください。 

    
お知らせコーナーについてですが、そんりさは隔月発行となっており、〆切は奇数月の 10 日となって

います。情報掲載ご希望の方はお早めにお願いします。リアルタイムでブログにて情報発信も行って

いますので、こちらもご利用ください。 
【ブログはレコムの HP ＜http://www.jca.apc.org/recom/＞ よりどうぞ】 

 

レコム梅村図書館について 

貸出を開始しております。寄贈等により、新刊も入ってきています。目録がお手元にな

い方は事務局までお知らせください。ホームページにも目録を掲載しています。 

会費について 

会費期限は「そんりさ」をお届けする際の封筒宛名ラベルに印字しております。期限が

来ましたら、事務局よりお知らせを同封しますので、お早めの更新をお願いいたします。 
事務局短信 

★そんりさの発送作業は主に京都にて。毎回、楽しい会になっています。終了後には一

緒に食べたり、飲んだり。ぜひぜひお近くの方はお気軽にご参加ください！  
★レコムではご自宅近くのイベントなどで民芸品を売ってくださる方を募集中！売上

はグァテマラ基金に寄付されます。出店料・送料などの実費はレコムが負担します。 
★電話は常時留守番電話となりました。伝言を残しておいて頂ければ、こちらより折り

返しご連絡いたしますので、よろしくお願いいたします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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            レコム連絡先  
           〒616-0004 

京都市西京区嵐山中尾下町 20-15 太田方 

TEL&FAX  075-862-2556（留守電） 

  ☺お問い合わせは、E-MAIL・FAX・手紙もしく 

   は留守番電話にメッセージをお願いします。 

レコムに入会（もしくは購読）すると、メーリングリストにも無料で参加できます。 

入会したら、 自己紹介メールを添えて recom@jca.apc.org までご一報を。登録します。 

レコムの活動は会員のみなさんによって支えられています。 

 ☆郵便振替口座：００１１０－７－５６７３９６  日本ラテンアメリカ協力ネットワーク 

 ☆会員 年 ８,０００円（学生 5,000 円）…会の運営、総会での投票、『そんりさ』,資料閲覧・貸出 

 ☆賛助会員 年 １０,０００円（一口）…資料閲覧・貸し出し、『そんりさ』購読、総会への参加 

 ☆『そんりさ』購読者 年 ４,０００円…『そんりさ』の購読、メーリングリスト参加可 

『そんりさ』バックナンバーの紹介 

 Vol.125 ボリビア気候変動世界会議 

 Vol.124 ハイチ特集 

 Vol.123 やより賞記念ツアー報告  

 Vol.122 グァテマラ視察報告       

  

Vol.121 ペルー先住民族の最近の動向 

Vol.120 コロンビア 慢性化した紛争 

Vol.119 ナルコメヒコ メキシコの麻薬 

Vol.118 エクアドル資源開発と先住民族 

 

                                                                                        

＜レコム口座＞ 

 61 万 2102 円 

＜グァテマラ基金＞ 

 47 万 6508 円 

（2010 年７月 22 日現在） 

 

次回『そんりさ』の印刷・発送作業は    月    日（土）です。参加いただける方は連絡ください。 
大変な作業も、みんなでやれば楽しくあっという間にできてしまいます。 

 
レコム・メーリングリスト参加のご案内：会員、購読者は無料で参加できます。登録したい方は 

Ｅ－mail : recom@jca.apc.org までアドレスを連絡下さい。 
 

 ホームページのご案内 レコムのホームページがどんどんリニューアル！ 
http://www.jca.apc.org/recom/ 
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